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　診療放射線技師養成教育機関で学んでおられる学生の皆様、ならびに既に免許を取得さ
れており、本会への入会を検討されておられる皆様、このたびは入会のご案内にお目通し
いただきありがとうございます。
　本会の事業目的は、生涯学習を通して国民の医療福祉に貢献できる診療放射線技師の育
成を図る事です。また診療放射線技師が一体となっての地位向上や国民の信頼を得る事も
本会の役割と言えます。そのため関係省庁との窓口となり、診療放射線技師の皆様の代表
として様々な法令改正や現場の声を伝えることにも関わっています。
　本会の発祥は、診療放射線技師の国家資格をつくるために設立された団体でした。レント
ゲン博士がX線を発見した1895年の翌年には日本に診療用X線装置が導入され、1921年に
は装置を操作する技術者の教育が始まりました。しかし明確な資格がない中でX線利用が広
く普及したために、世間ではX線を安全に利用するために国家資格が必要であるとの声が起
こりました。そんな中で、第二次世界大戦終戦間もない1947年に本会が設立され、本会の運
動も実り1951年には診療放射線技師法の前身の法律が制定されました。それから70年余り
が経過し、長い歴史の中で診療放射線技師は医療になくてはならない存在に育っています。
　診療放射線技師の国家資格が制定された後も年々医療技術は大きく進化し、X線CTや
MRI、PETなど次々に新しい技術が医療に応用されて来ました。このように進歩が著しい
技術について理解を深め、安全に業務を行っていただくためのセミナーや法律の改正に対
応した研修、また医療の質向上を目指しその技量を認定する資格制度も本会の事業として
行っています。
　この他、日本診療放射線技師学術大会では、日々の診療で工夫された技術を発表いただき、
共有することで、よりよい放射線診療に活かしていただいています。また、国際的な組織
である世界放射線技師会（International Society of Radiographers and Radiological 
Technologists：ISRRT）の一員として世界各国との交流や学術大会のホスト国としても貢
献しています。
　本会は、全国をまとめる組織ですが、本会と同じ目的の組織が各都道府県単位で設立さ
れており、皆様がお住まいの地域でも会員間の情報交換が活発に行われています。ぜひ多
くの診療放射線技師の方にご入会いただき、一緒に医療界の向上に取り組み、国民医療に
貢献していきましょう。

日本診療放射線技師会の日本診療放射線技師会の
紹介と入会のご案内紹介と入会のご案内
公益社団法人日本診療放射線技師会

会長　上田 克彦

会 長 挨 拶会 長 挨 拶
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　公益社団法人日本診療放射線技師会（以下、「本
会」）とはどのような団体であるか、また本会に入
会する意義について私見を交えながらお話をさせ
て頂きます。

　本会は1947年7月13日、まだエックス線技師
の国家資格制度が確立していない中で「日本放射
線技師会」として創立しました。その後、1951
年6月に診療エックス線技師法が公布されたこと
を受け、「社団法人日本エックス線技師会」と改名
し法人格を取得しています。その3年後の1954
年5月に第1回診療エックス線技師国家試験が実
施されました。1968年5月に診療エックス線技
師法の一部を改正する法律（診療放射線技師及び
診療エックス線技師法）が公布され、その翌年に

「社団法人日本放射線技師会」に改名しています。
2008年の公益法人制度改革関連3法の施行後、
公益社団法人格の取得を目指して定款改正等の関
連整備を進め、2012年4月1日に移行認定を受け

「公益社団法人日本診療放射線技師会」と名称変更
し現在に至ります。この長い歴史の中で会員が培っ
てきた放射線技術研究や様々な公益活動の成果は、
放射線医療と国民の健康増進に多大な貢献をして
きたといっても過言ではありません。
　本会のような職能団体は医療関係以外にも多数
存在します。職能団体が法人格を持つことは、よ
り社会的信頼を得ると同時に、責任の所在を明確
にすることを意味し、第三者からすれば安心に繋
がるとても重要な要素になります。法人の中でも
公益社団法人は登記のみで設立可能な法人と違い、
法律に則った国の厳しい審査基準をクリアした認
定法人で、社会や国民の利益のために事業を行う

はじめに

ことを趣旨とする社会的信頼が高い団体として位
置づけられます。本会は診療放射線技師のみで構
成する公益社団法人であり、本会に所属する会員
も社会的信頼を担保されることになります。

　本会は定款において「国民医療及び放射線診療
に関わる予防・診断・治療等の技術の発達を図り、
もって公衆衛生の向上及び国民保健の維持発展に
寄与することを目的とする」と定めています。つ
まり本会は、会員の専門技術を向上するための事
業を行い、会員がその技術を国民に還元すること
によって公益社団法人としての役割を果たすとい
うことになります。また定款の目的を達成するた
めの事業として、❶診療放射線学及び診療放射線
技術の向上発展に関する事業、❷診療放射線学に
関する研究と啓発に関する事業、❸放射線診療の
安全確保に関わる事業、❹診療放射線技師の生涯
教育に関する事業を行います。具体的には会員の
生涯教育の一環として様々な学術研修事業の他、
各種認定資格や認定診療放射線技師制度の運用を
行います。主な学術研修事業として日本診療放射
線技師学術大会、地域学術大会、各種委員会・分
科会が開催する学術・研修イベントを実施する他、
学術論文や臨床業務に役立つ情報、イベント情報
を掲載した会誌や広報誌の発行、リアルタイムに
情報を掲載するホームページの運営などを通して
様々な情報発信を行っています。また認定資格制
度では、放射線管理士・機器管理士・医療画像情
報精度管理士、臨床実習指導教員、放射線被ばく
相談員、オートプシー・イメージング（Ai）認定
診療放射線技師、画像手術支援認定診療放射線技
師、災害支援認定診療放射線技師等の認定事業を

本会の役割と目的

公益社団法人公益社団法人
日本診療放射線技師会とは日本診療放射線技師会とは
公益社団法人日本診療放射線技師会　

副会長　江藤 芳浩



3

行い、会員の知識・技能向上のための充実した生
涯教育事業を展開しています。診療放射線技師は
社会からの信託において待遇が保証されますが、
それには専門職としての立場を自覚し、生涯学習
に取り組んで常に一定水準以上の質を保ち、エビ
デンスに基づいて国民に安心・安全な医療を提供
するという専門職者としての義務が課せられます。
是非、本会の会員となってラダー方式による生涯
教育システムに参加して頂きたいと願っています。
こうした生涯学習など診療放射線技師の義務は、
診療放射線技師が肝に銘じるべき職業倫理であり、
本会の「綱領」と「診療放射線技師の倫理指針」
に明記しています。
　診療放射線技師は医療専門職者として、国民に
より質の高い医療を提供するための提起を行うこ
とも必要になります。そのために行政に対して働
きかけを行う、他の医療職能団体と連携する、社
会に周知するという役割を担っています。こうし
た活動は専門職能団体の総意として提起しなけれ
ば耳を傾けてもらうことはできません。また、そ
の声に説得力を持たせるためには「行動力」と「組
織力（数）」が必要であり、診療放射線技師に関し
ては本会がその役割を担っています。診療放射線
技師業務に関する法令改正や診療報酬改定などに
おいて診療放射線技師の総意として意見を述べる
ことができるのは、診療放射線技師が職能団体と

しての基盤をもっているからこそなのです。関心
のある学会や研究会に所属することは個の技能向
上において非常に大切なことですが、その培った
知識や技術を発揮する業務環境を守っていくこと
が本会の大きな役割であることを理解して頂きた
いと思います。

　少子高齢化、人口減少は大きな社会問題と
なっていますが、医療や診療放射線技師業務に
も様々な影響を与えることと想定されています。
本会はそうした将来を見据えた事業計画「JART 
Vision2040」を策定し、その長期目標を「国民
から求められる新たな役割の獲得」として「放射
線業務以外の拡大」と「病院以外の業務拡大」の
2つの柱を掲げ、既に活動を始めています。近年
は医療資源の有効な活用のため医師や看護師のタ
スク・シフト／シェアが進められており、本会も
国民の利益向上と診療放射線技師の需要に繋がる
業務拡大を推進しています。一方、他職種間の業
務シェアは診療放射線技師業務の根幹である人体
への放射線照射を必ずしも保証するものではない
ということにもなり、すべての診療放射線技師が
危機意識を持って、歴史の中で培ってきた放射線
検査技術と放射線の安全管理技術を国民のために
守っていかなくてはなりません。

これからの診療放射線技師

事業の合理化

JART Vision 2040

国民から求められる新たな役割の獲得
♦放射線業務以外の拡大
♦病院以外の業務拡大

5年後に会員4万人（組織率70％）

組織強化

四病協、養成機関、職域団体等 関連団体との連携強化

組織率向上

管理者育成とラダーの活用

診療放射線技師会の組織強化

短期目標

長期目標

中期目標
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　団体や企業などの組織では「社会人基礎力」が
必要であると言われています。「社会人基礎力」と
は「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで
働く力」という社会人としての精神面の能力とさ
れています。「前に踏み出す力」は指示待ち人間の
逆で、面倒くさいことや人の嫌がる事を、皆のた
め、自分の成長のためと思って取り組むこと、「考
え抜く力」は現状に満足せず、より良くするため
の解決方法を考える課題発見力、計画力、創造力
を発揮すること、「チームで働く力」は多様な人々
と共に、その人たちそれぞれの能力を引き出しな
がら目標に向かって一緒に進んでいく力のことで、
規律を守り、ストレスコントロールが必要になり
ます。競争が激化する企業においてはイノベーショ
ンが必要で、それを支えるのが社会人基礎力の高
い人材であるとされています。診療放射線技師が
医療情勢の変化に対応していくためには現状の課

題を把握し、積極性と計画力をもって自ら行動す
る必要があります。本会が個々の診療放射線技師
のために何をしてくれるのかを問うのではなく、
診療放射線技師が本会のために何ができるかを考
えて頂ければ、それ以上心強いものはありません。

　本会の会員数（組織率）はまだまだ少ない状況
です。さまざまな理由があることは承知していま
すが、是非、本会に所属する意義を理解して頂
き、一人でも多くの診療放射線技師が本会の一員
となって、その発展のために共に活動して頂ける
ことを願っています。特に若い診療放射線技師の
皆様には、将来を見据え、社会人基礎力をもって
日々の業務、自己研鑽に取り組んで頂くとともに、
本会事業に積極的に参加して頂けることを心から
願っております。

おわりに

北海道

東北
6県

北関東
5県

南関東
１都4県

中日本
7県

近畿
2府4県

中四国
9県

九州
8県

日本診療放射線
技師会

全国8地域で構成

会員

都道府県（診療）

放射線技師会

日本診療

放射線技師会

互いに協力しながら事業を運営

＜日本診療放射線技師会 組織＞ ＜都道府県（診療）放射線技師会との連携＞

双方に入会が必要
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　2009年8月に厚生労働省においてチーム医療の
推進に関する検討会が設置され、チーム医療を推
進するために日本の実情に即した医師と看護師等
との協働・連携の在り方等について検討を行うこ
ととなった。この検討会の設置は、規制改革推進
のための3か年計画（2009年3月31日閣議決定）
のなかで、医師と他の医療専門職の役割分担の促
進が示され、チーム医療を実践することや各職種
が専門性を発揮し、患者のためのよりよい医療が
行われることを前提に、その職種でなくても行い
うる業務を他の職種に担わせるべきとのことであっ
た。2010年3月にチーム医療の推進について「チー
ム医療の推進に関する検討会報告書」が取りまと
められ、2010年4月30日に厚生労働省医政局長通
知（医政発0430第1号）「医療スタッフの協働・連
携によるチーム医療の推進について」が発出され

た。この通知において、表1に掲げる業務について
は、現行制度の下において診療放射線技師が実施
することができることから診療放射線技師を積極
的に活用することが望まれる、とされ、診療放射
線技師の業務範囲が拡大された。
　チーム医療の推進に関する検討会では現行法制
度を変更することなく、解釈を拡大することによ
り業務範囲を見直すことが目的であったが、この後、
現行法制度を見直すことで業務を拡大することを
目的にチーム医療推進会議が発足した。チーム医
療推進会議の中にチーム医療推進方策検討ワーキ
ンググループが設置され、診療放射線技師の業務
範囲については2011年11月の第9回、2013年9
月の第13回にて議論された。それぞれの専門性を
最大限に発揮するチーム医療を推進するため、診
療放射線技師が実施する検査に伴い必要となる3つ
の行為を、診療の補助として業務範囲に追加する
ことになった。具体的には表2に示す通りである。
2014年2月12日に地域における医療及び介護の総
合的な確保を推進するための関係法律の整備等に
関する法律案が国会に提出され、6月25日に法律
が公布された。なお、診療放射線技師の業務範囲

診療放射線技師法の改正と診療放射線技師法の改正と
告示研修告示研修
公益社団法人日本診療放射線技師会　

副会長　児玉 直樹

表1　�医療スタッフの協働・連携による�
チーム医療の推進について

❶ 画像診断における読影の補助を行うこと
❷ 放射線検査等に関する説明・相談を行うこと

❶ 造影剤の血管内投与に関する業務
（1）�CT検査、MRI検査等において医師又は看護師により確保された静脈路に造影剤を接続すること及び 

造影剤自動注入器を用いた造影剤投与を行うこと。 
（2）�造影剤投与終了後の静脈路の抜針及び止血を行うこと。

❷ 下部消化管検査に関する業務
（1）�下部消化管検査に際して、カテーテル挿入部（肛門）を確認の上、肛門よりカテーテルを挿入すること。
（2）�肛門より挿入したカテーテルより、造影剤及び空気の注入を行うこと。

❸ 画像誘導放射線治療（image-guided radiotherapy : IGRT）に関する業務
（1）�画像誘導放射線治療に際して、カテーテル挿入部（肛門）を確認の上、肛門よりカテーテルを挿入すること。
（2）�肛門より挿入したカテーテルより、空気の吸引を行うこと。

表2　診療放射線技師が実施する検査に伴い必要となる3つの行為
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の見直しについては2015年4月1日より施行され
た。2015年3月31日に厚生労働省医政局医事課長
通知（医政医発0331第2号）「医政局診療放射線
技師法及び臨床検査技師等に関する法律の一部改
正の施行等について」が発出され、診療放射線技
師が新たな業務を行うに当たっては、法令により
研修の受講が義務付けられているものではないが、
その養成課程において新たな業務に係る教育を受
けていない診療放射線技師については、医療安全
の確保の観点から、新たな業務を行うに先立って、
公益社団法人日本診療放射線技師会が実施する研
修を受ける必要があるとされた。
　2019年3月に取りまとめられた「医師の働き方
改革に関する検討会報告書」によれば、2024年4
月から勤務医の時間外労働上限を原則年960時間
以下、救急部門や研修医等については各医療機関
に健康確保措置を義務付けたうえで、特例的に年
1,860時間以下となる。また、医療は医師だけで
なく多様な医療専門職種の連携によりチームで提
供されるものであり、医師から他の医療専門職種
への業務の移管（タスク・シフティング）や業務
の共同化（タスク・シェアリング）を推進するこ
とにより、患者へのきめ細かなケア等による質の

実施可能とする行為 対象法令

1
造影剤を使用した検査やRI検査のために、静脈路を確保する行為、RI検査医薬品の投与が
終了した後に抜針及び止血を行う行為

法律
省令

2 RI検査のために、RI検査医薬品を注入するための装置を接続し、当該装置を操作する行為 法律

3
動脈路に造影剤注入装置を接続する行為（動脈路確保のためのものを除く）、動脈に造影
剤を投与するために当該造影剤注入装置を操作する行為

省令

4
下部消化管検査（CT コロノグラフィ検査を含む）のため、注入した造影剤及び空気を吸
引する行為

省令

5
上部消化管検査のために挿入した鼻腔カテーテルから造影剤を注入する行為、当該造影剤
の投与が終了した後に鼻腔カテーテルを抜去する行為

省令

6
医師又は歯科医師が診察した患者について、その医師又は歯科医師の指示を受け、病院又
は診療所以外の場所に出張して行う超音波検査

法律

表3　タスク・シフト／シェアを推進するために法令改正が必要な業務

向上や効率的な医療提供を進めることが可能にな
るとの観点から、積極的にタスク・シフト／シェ
アを推進していくことになった。2020年12月に
とりまとめられた「医師の働き方改革を進めるた
めのタスク・シフト／シェアの推進に関する検討
会　議論の整理」によれば、診療放射線技師に対
して法令改正を行いタスク・シフト／シェアを推
進する業務は表3の通りである。法律に関する事項
は、良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制
の確保を推進するための医療法等の一部を改正す
る法律案として国会へ提出されるとともに、政省
令事項については順次改正を行っていくとされた。
この議論の整理を受けて、2021年2月2日に良質
かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を
推進するための医療法等の一部を改正する法律案
が国会へ提出され、5月28日に法律が公布された。
　診療放射線技師法の主な改正内容については、
1）診療放射線技師の業務に、放射性同位元素（そ
の化合物及び放射性同位元素又はその化合物の含
有物を含む。）を人体内に挿入して行う放射線の人
体に対する照射を追加すること、2）診療放射線
技師が病院又は診療所以外の場所において業務を
行うことができる場合として、医師又は歯科医師
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が診察した患者について、その医師又は歯科医師
の指示を受け、出張して超音波診断装置その他の
画像による診断を行うための装置であって厚生労
働省令で定めるものを用いた検査を行うときを追
加すること、である。なお、法律の施行は2021年
10月1日である。さらに、2021年7月9日に厚生
労働省医政局長通知（医政発0709第7号）「臨床検
査技師等に関する法律施行令の一部を改正する政
令等の公布について」が発出され、診療放射線技
師法施行規則等の一部を改正する省令が公布され
た。診療放射線技師法施行規則（省令）の主な改
正内容については、1）診療放射線技師法施行規則
第15条の2の改正、2）診療放射線技師法施行規則
第15条の3の改正、3）診療放射線技師法施行規則
第15条の4として新設である。また、2024年4月
1日より前に診療放射線技師の免許を受けた者は、
新たに業務範囲に追加された行為を行なう場合に
は、あらかじめ厚生労働大臣が指定する研修を受
けなければならないとされた。なお、当該研修の
内容や時間数等については表4の通りであり、基礎
研修700分以上、実技研修385分以上の計1,085

研修項目
時間数

基礎研修 実技研修

1
造影剤を使用した検査やRI検査のために、静脈路を確保する行為、RI
検査医薬品の投与が終了した後に抜針及び止血を行う行為に必要な知
識・技能・態度

200分以上 130分以上

2
RI検査のために、RI検査医薬品を注入するための装置を接続し、当該
装置を操作する行為に必要な知識・技能・態度

100分以上 45分以上

3
動脈路に造影剤注入装置を接続する行為（動脈路確保のためのものを
除く）、動脈に造影剤を投与するために当該造影剤注入装置を操作す
る行為に必要な知識・技能・態度

200分以上 95分以上

4
下部消化管検査（CTコロノグラフィ検査を含む）のため、注入した
造影剤及び空気を吸引する行為に必要な知識・技能・態度

100分以上 70分以上

5
上部消化管検査のために挿入した鼻腔カテーテルから造影剤を注入す
る行為、当該造影剤の投与が終了した後に鼻腔カテーテルを抜去する
行為に必要な知識・技能・態度

100分以上 45分以上

表4　新たに業務範囲に追加された行為に関する研修

分以上となる。基礎研修は全てオンライン講義と
なるが、実技研修についてはシミュレータ等を活
用した対面による実習を実施することになる。
　2024年9月1日現在で40,000名を超える診療放
射線技師に基礎研修のオンデマンド講義を視聴い
ただき、26,000名を超える診療放射線技師が実技
研修を含めた全ての研修を終えている。医師の労
働時間短縮を進める観点から、可能な限り早期に
タスク・シフト／シェアが実施されることが望ま
しいと考えられ、本会として早急に実技研修を実
施する予定である。今回の診療放射線技師法の改
正は、医師から診療放射線技師へのタスク・シフ
ティングが主な目的であることから、実技研修の
講師を医師、もしくは可能な部分については看護
師が務める必要がある。そのため、日本医学放射
線学会、日本放射線科専門医会・医会、日本核医
学会、日本IVR学会などの関連医学会、及び日本
看護協会と連携し、告示研修を実施している。今
後、診療放射線技師免許取得者約56,000名に対し
て広く広報し、2025年度末には告示研修を完了さ
せる予定である。
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はじめに
　日本診療放射線技師会では、学術誌として日本
診療放射線技師会誌「JART」、ニュース誌として

「Network Now」を毎月発行し、全国の会員の皆
様にお届けしています。会誌は他にも、地方技師
会、診療放射線技師を養成する大学等および、官
公庁・国会図書館へ送付しており、広く学術情報
ならびに、本会の活動を発信してお届けしています。

会誌「JART」について
　会誌「JART」は、会員にとって有益な学術情報
をメインに、論文、特集、報告や資料などの内容
を毎号100ページ前後でまとめた学術情報誌です。
2021年4月からは、オールカラーページとなった
ことで、臨床画像等もとても見やすく、現場で役
に立つ情報満載の冊子です。

　会誌「JART」の誌面構成は、会員からの投稿論
文をはじめ、関係団体との対談や各施設への取材
を元にした特集ページ、またそれぞれの分野のエ
キスパートによる各種連載（誌上講座）や、本会
が組織する委員会や各分科会の活動報告など、幅

広く展開しています。冒頭には今後開催予定の講
習会やセミナーの案内、学会のお知らせや申込方
法なども掲載されていますので、興味のあるセミナー
などが目にとまったら、ページ下にあるQRコード
からすぐに参加申込みすることが可能です。
　なお年間12号のうちの1号は、例年開催される
本会主催の学術大会についての抄録集として発刊
しています。
　また、会誌には理事会や定時総会の会議議事録
も掲載されていますので、本会が取り組む事業活
動についての進捗状況なども詳しく知ることがで
きます。
　2021年度より会誌の電子配信も試験的に行って
おり、PC、スマートフォン、タブレットでの閲覧
も可能になっています。これにより、様々なシー
ンで会誌をご活用頂けると思います。
　他にも、会員の趣味や特技、休日の過ごし方な
どをリレー形式で紹介するコラム「会員のひろば」
や、各地域技師会の活動を報告いただいた「地方
だより」など、会員からの投稿によるコーナーも
掲載しています。

論文特集号について
　多くの論文投稿を頂き、年2回論文特集号を発刊
しています。多くの研究実績より、自身のスキル
アップや、施設の技術、知識の向上にお役立てく
ださい。

英語論文誌
（Journal of JART English edition）
　年に1号の英語論文誌の発刊を2015年より
継続して行っております。また、本誌を ISSN

（International Standard Serial Number、国際
標準逐次刊行物番号）に登録、更には2021年より

「日本診療放射線技師会誌『JART』」と「日本診療放射線技師会誌『JART』」と
「Network Now」の概要「Network Now」の概要

公益社団法人日本診療放射線技師会

副会長　富田 博信

112p 背幅　5mm

日 本 診 療 放 射 線 技 師 会 誌

期待される診療放射線技師の役割に応えよう

公益社団法人日本診療放射線技師会
The Japan Association of Radiological Technologists

https://www.jart.jp

2次元バーコード（QRコード）の掲載を開始致しました．ぜひご活用ください!

全会員加入型
診療放射線技師賠償責任保険
2012年7月1日から運用開始‼

会員の
皆さまへ
お知らせ!!

通
巻
八
六
八
号

2025 / Vol.72 / N
o.868

日放技誌　第72巻　第1号　通巻868号　2024年12月25日印刷　2025年1月1日発行　（毎月1回1日発行）　ISSN 2187-2538

特　集
第1回日本放射線医療技術学術大会より
第1回大会開催記念企画

All Japan Radiologyの実現に向けて
学術企画⑱（JART放射線被ばく相談員分科会，JART医療被ばく安全管理委員会，JSRT放射線防護部会）

小児股関節生殖腺シールドの廃止に向けて［前編］
連載インタビュー
タスク・シフトについてのインタビュー
JCHO埼玉メディカルセンター
誌上講座

シン・核医学の世界
画像等手術支援分科会企画 IVRシリーズ

J . J A R T

January, 2025
Vol.72 / No.868

1

JART Plusが始まっています！
 （会員限定無料コンテンツ） 　　　　　※ JARTISマイページからアクセスできます
●STAT画像所見報告学習システム
●JIRA教育用セミナーVODトータルパッケージ
　（医療機器に関する企画や診療報酬，薬機法などの教育コンテンツ）
●日用品の特別価格販売サイト
●過去会誌アーカイブコンテンツ　　など

職業倫理の高揚 わたくしたちは，専門分野の責任をまっとうします（綱領より）

会誌「JART」（2025年1月号）
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J-stage登録も完了しています。
　現在PubMed Central® （PMC）へ申請する準
備もしており、採択されれば投稿いただいた英語
論文は、「PubMed：パブメド」で検索が可能とな
り、修士、博士の学位取得を考えている会員の皆
様にも大きな貢献ができると思います。本事業は
準備に数年がかかりましたが、今後も会員目線に
立った事業を展開していきたいと思います。

論文投稿について	
　日本語、及び英語論文の投稿システム電子化を
2020年10月より運用開始いたしました。これに
より論文投稿がインターネットで可能になるため、
筆者（会員）様の利便性は大きく向上しております。
本システムにより、論文投稿手続きはスムースで、
タイムリーに行うことができます。また、会誌お
よび英語論文誌に掲載される論文はオールカラー
になりますので、様々な臨床画像も見やすくわか
りやすい仕上がりになります。是非にご入会頂き、
研究成果を会誌に投稿することで、自身の学術業
績の一つにしていただければと思います。

Network Nowについて
　「Network Now」は、本会の事業活動や、医
療を取り巻く最新情報を迅速にお伝えするニュー
ス誌で、2017年4月よりデジタル化し、現在は
Webで配信されています。会員に限らずどなたで
も閲覧可能ですので、ぜひ本会ホームページにア
クセスしてご覧ください。
※�会誌「JART」と併せて閲覧いただくことで、より詳しく

本会の活動内容を知ることができます。

会員の皆様からの投稿を
お待ちしています！

　会誌「JART」（およびNetwork Now）は、毎
号編集委員会において、掲載内容の企画を練って
います。これまでに掲載された企画では、国際学
会に参加された会員による演題採択までの苦労等
様々なコンテンツが掲載されています。これらの
記事は、学会や講習会に参加した編集委員による
会員同士の繋がりから、ふとした会話が元で生ま
れた企画です。

　連載企画についても同様に、会員同士で企画を
持ち寄り、自身のネットワークを通じて新たな企
画を生み出しており、読者の中には、知り合いが
執筆陣の一人として掲載されていることも珍しく
ありません。まさに本会の会員のための身近な学
術情報誌といえます。
　 ぜ ひ 技 師 会 に 入 会 し て、 会 誌「JART」 と

「Network Now」をご購読いただき、また論文
の投稿や会誌への寄稿にもチャレンジして、ご自
身の知見を深めるツールの1つとして利用してい
ただければと思います。より多くの新入会をお待
ちしております。

第589号 2025年1月1日　毎月1回1日発行（1）

〒108-0073 東京都港区三田1-4-28
三田国際ビル22階

TEL. 03-4226-2211　FAX. 050-3153-1519

発行所　公益社団法人日本診療放射線技師会

https://www.jart.jp
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第1回日本放射線医療技術学術大会第1回日本放射線医療技術学術大会
開催される！（ハイブリッド開催）開催される！（ハイブリッド開催）

　本会（JART）と日本放射線技術学会
（JSRT）が 合 同 で、2024年10月31日
（木）から11月3日（日・祝）までの4日
間、沖縄県宜野湾市の沖縄コンベンショ
ンセンターにおいて第1回日本放射線医
療技術学術大会（JCRTM 2024）を開催し
ました。テーマに沖縄の方言で「助け合い」
や「協調」を意味する「ゆいまーる」を
掲げ、「ゆいまーる ～診療放射線技術の
共創～ All Japan Radiological Tech-
nology」をスローガンとしました。
　大会長を上田克彦会長と白石順二JSRT
前代表理事が務め、実行委員長は富田博
信副会長と奥田保男JSRT副代表理事が
担当しました。プログラムには、第1回
大会開催記念企画や特別講演、沖縄県企
画、市民公開講座、学術企画、教育講演、
JIRAワークショップなど、多彩なセッ
ションが組まれました。前回の熊本大会
を踏襲し、本大会においても、一般演題については「人を対
象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」に基づき、
「研究」と「報告」を明確に区分しました。
　プログラムとしては、第1回大会開催記念企画をはじめ特
別講演が2題、沖縄県企画が1セッション、市民公開講座が1
セッション、学術企画が22セッション、教育講演が3題、
JIRAワークショップなどが企画され、盛会に開催されました。
　大会3日目の11月2日（土）には式典が行われ、白石大会
長、上田大会長、JSRT代表理事の石田隆行氏があいさつを
行い、衆議院議員の岸田文雄氏、小泉進次郎氏からの祝電も
披露され、福岡資磨厚生労働大臣の祝辞が代読されました。
さらに来賓として衆議院議員の島尻安伊子氏、沖縄県副知事
の池田竹州氏（知事・玉城デニー氏のあいさつ代読）、一般
社団法人沖縄県医師会会長の田名毅氏、公益社団法人日本医

学物理学会会長の福田茂一氏よりごあいさつを頂きました。
　この後、第1回大会開催記念企画「All Japan Radiology
の実現に向けて」が行われ、富田副会長と奥田副代表理事の
両実行委員長が座長を務め、日本の放射線医療に関わる各団
体の代表者が登壇しました。上田大会長は「診療放射線技師
の役割と将来」をテーマに講演し、診療放射線技師数の現状
や将来予測、JARTが作成した「JART Vision 2040」に掲げ
た目標、タスク・シフト/シェアの取り組みや放射線診療4団
体連絡協議会の活動などを紹介しました。続いて、石田氏は「放
射線技術学の進歩発展のために」と題して講演し、学会の概
況やAIの動向、JSRTのイノベーション創出への取り組みにつ
いて述べました。その後、一般社団法人日本ラジオロジー協会
（JRC）代表理事の青木茂樹氏、公益社団法人日本医学放射線
学会（JRS）理事長の富山憲幸氏、一般社団法人日本放射線

白石順二大会長

上田克彦大会長

田名 毅氏石田隆行氏 福田茂一氏島尻安伊子氏 池田竹州氏

◆式典

富田博信
実行委員長

◆開会式

Network Now
（2025年1月号）
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2024年5月8日（水）午後4時より、千代田区九段にある
公益社団法人日本歯科医師会事務所で本会と日本歯科医師会
との懇談会が開催されました。
　日本歯科医師会から会長の高橋英登氏、副会長の藤田一雄
氏、専務理事の瀬古口精良氏の3人が出席され、本会からは
上田会長、江端業務執行理事、堀住事務局長、江田統括専門
職の4人が出席しました。
　本懇談会は、診療放射線技師の業務拡大の一つである新た
な感染症拡大時におけるワクチン接種業務のため、今後、本
会が取り組むべきワクチン接種研修で使用する教育コンテン
ツについて、日本歯科医師会との意見交換がきっかけとなり
ました。
　冒頭に本会上田会長からのあいさつがあり、その後、日本
歯科医師会の高橋会長がごあいさつされ、懇談会が始まりま
した。
　高橋会長からは、日本歯科医師会が抱えている諸問題やそ
れらへの対応について説明があり、中でも歯科衛生士の業務
拡大や歯科領域の診療報酬などについて、今後、日本歯科医
師会として取り組むべき考え方などが述べられました。上田
会長からは、JART Vision 2040を示しながら、将来、診

療放射線技師の需要も減少する可能性があることを見据え、
本会として診療放射線技師の業務拡大などを検討していかな
ければならないことが述べられました。
　今回の懇談会は、お互いの将来に向けた問題点や対応策な
どが述べられ、大変実りある懇談会でした。
　最後に両会の会長から、今後もお互いに情報を共有し、公
益性のある事業を進めていくことを確認して懇談会は終了し
ました。

日本歯科医師会との懇談会開催される

2024年5月18日（土）午後2時より、2024年度第1回理
事会が日本診療放射線技師会事務所でWeb会議システムを
併用して開催されました。冒頭、上田会長はあいさつの中
で、来年度予定されているX線発見130年記念式典の開催
について述べられました。
　理事会の主な議題は、「令和5（2023）年度事業報告案・決
算報告案」「震災被災者の会費免除、義援金」「技師籍登録初
年度の会費無料化」「退会申請方法の変更」でした。
　上田会長から令和5（2023）年度事業報告案について、本
年度に実施された事業内容の総括がありました。主な内容
は、診療報酬改定の検討における中央社会保険医療協議会
（中医協）の専門委員としての活動、JART Vision 2040の

制定、タスク・シフト/シェアに関するガイドライン集の公
開、生涯教育に関するe-ラーニングコンテンツの作成、会
員への周知、無料公開などでした。園田理事からは庶務報
告、江端業務執行理事からは令和5（2023）年度決算報告案
について詳細な説明がありました。審議の結果、いずれも全

会一致で承認されました。
　災害対策委員会の界外理事からは、令和6年能登半島地震
被災者の会費免除と義援金について、被災者40人に義援金
を配布し、会費免除申請者39人に本年度会費を免除すると
の説明がありました。園田理事からは技師籍登録初年度の会
費無料化について、診療放射線技師籍に登録した日から翌年
の3月31日までに入会した者に限り、初年度会費を免除す
るとの説明がありました。江端業務執行理事からは退会申請
方法について、都道府県技師会を経由して申請する現状のも
のから、会員情報システム（以下、JARTIS）上での退会申
請も併用できるように、JARTISの仕様を変更する説明があ
りました。3月末に退会届があった際に、年度内に処理でき
なければ新年度会費の請求が発生するため、次年度の会費請
求を早期に停止する必要があるとの追加説明がありました。
審議の結果、いずれも全会一致で承認されました。
　報告事項としては、地域理事、各委員会などから37項目
の報告がなされ、資料と共に共有されました。東北地域理事

2024年度第1回理事会開催される（Web併催）

本会の事業活動報告
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 レントゲン週間  イベント開催される
　本会では、1895年11月8日のW. C. レントゲン博士によるX線発見を記念し、毎年11月2日～11月8日
の一週間を『レントゲン週間』と制定しています。
　この『レントゲン週間』にちなみ、放射線の専門家として正しい知識を国民に伝えるとともに、私たち
の仕事を知っていただくためのイベントとして、本年度も各県（診療）放射線技師会の協力を得て、各地
でさまざまなイベントが開催されました。

NAGASAKI
第30回おおむら健康・福祉まつり
■ 日　　時： 2024年10月20日（日）
■ 開催場所：シーハットおおむら
■ 参 加 者：運営150人、会員6人（長崎医療セン

ター：宮嵜義章、石田秀樹、秋山亜樹、
木場亮、村岡芽依、市立大村市民病院：
兒玉朱理）、一般3,300人

　当まつりは、高齢者や子ども、障がいのある人など
地域で暮らす多くの市民がふれあい、交流を深め、健
康と福祉を共に考えることを目的としたイベントです
（主催：おおむら健康・福祉まつり実行委員会　事務
局：大村市国保けんこう課）。
　長崎県診療放射
線技師会のブースで
は、「骨密度を測っ
てみよう！」と題し
て、超音波骨密度測
定装置を用いて足首
で骨密度を測り、測
定値の説明を行いま
した。体験者は、自
身の骨について現状
を把握できる良い機会とあり、開催時から列を作って並
んでいました。最終的に152人の方の測定と説明を行い
ました。配布資料もあり、診療放射線技師のブースには
187人の方に来ていただき、お話しすることができまし

SHIZUOKA
メディメッセージ2024 in 静岡
■ 日　　時： 2024年10月26日（土）・27日（日）
■ 開催場所：ツインメッセ静岡
■ 参 加 者：運営：協和医科器械株式会社、会員20人、一般5,500人

た。長崎県診療放射線技
師会として、地域の皆さ
まと交流を持ち、健康に
ついて一緒に考えること
ができて、充実した時間を
過ごすことができました。
また他のブースにおい

ても、血管年齢測定、認
知機能検査の体験コー
ナー、お口健康グッズの
プレゼント、バザー、ス
ポーツ、餅まき、クイズラ
リーと盛りだくさんの内
容で開催されており、と
ても楽しく過ごすことができました。皆さまもぜひ、
次回開催時には足を運んでみてください。最後に、日
本診療放射線技師会よりレントゲン週間として補助し
ていただき、心より感謝申し上げます。

（長崎県診療放射線技師会（大村地区理事）　
長崎医療センター　宮嵜 義章）

地域技師会での活動報告
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協賛いただきました企業の皆さま、参加された会員のおかげ
であります。この場をお借りして、お礼を述べさせていただ
きます。

ンポジウムでは「放射線医療の『Shift Change』に向けて」
をテーマに議論が展開され、小野孝二先生より「人口減少に
伴う医療分野への影響について」のご講演を頂き、それを受
け、各モダリティーの専門技師の方からも今後の画像検査に
ついてご講演を頂きました。市民公開講座では、株式会社ファ
ジアーノ岡山スポーツクラブオーナーの木村正明氏が「逆境
への挑戦～誇りを持って地域と生きる」をテーマに講演され、
チーム創設時の苦労や「変化を恐れずに進むことの重要性」
について語られました。
　最後に、今回のフォーラムが成功裏に終えることができた
のは、多くの診療放射線技師の皆さまのご参加と協賛企業の
ご支援と、この大会の運営を支えていただいた実行委員の皆
さまのおかげです。心より感謝申し上げます。

　本大会を通して、大きなトラブルもなく無事終えることが
できたのは、照井正信大会長、加藤守実行委員長をはじめと
する実行委員の皆さま、共催いただきました両団体関係各位、

2024年10月19日（土）・20日（日）の2日間、岡山県岡山市
の岡山コンベンションセンターにおいて「第20回中四国放射線
医療技術フォーラム（CSFRT2024）」が開催されました。本大会
は、「第32回公益社団法人日本診療放射線技師会中四国診療放
射線技師学術大会」と「第65回公益社団法人日本放射線技術学
会中国・四国支部学術大会」との合同開催です。中四国放射線
医療技術フォーラムは2005年に第1回が開催され、今回で3巡
目を迎えました。本学会では、今後の社会情勢の変化を背景に、
10年後・20年後の診療放射線技師の未来を展望し、現時点で
何をすべきかを考える機会として、「Shift Change─医療の価
値を考える─」をテーマに選びました。学会参加者数は704人
（会員601人、非会員39人、学生64人）となり、多くの方々に
ご参加いただき、盛況のうちに終了しました。
　プログラムは一般演題167演題をはじめ、JART副会長講演、
JSRT代表理事講演、特別講演、モーニングセミナー、ランチョ
ンセミナー、国際化企画、シンポジウム、市民公開講座など多
岐にわたりました。また企業協賛として33社の展示および22
社の広告協賛を頂き、学会運営を支えていただきました。

JSRT代表理事の石田隆行氏による「放射線技術学の進歩発展
のために」の講演
に続き、JART副会
長の江藤芳浩氏に
よる「将来を見据
えたJART事業の
在り方」の講演が
行われました。シ

公益社団法人岡山県診療放射線技師会　
会長　髙尾　渉

第20回中四国放射線医療技術フォーラム
（CSFRT2024）開催報告
第32回公益社団法人日本診療放射線技師会中四国診療放射線技師学術大会
第65回公益社団法人日本放射線技術学会中国・四国支部学術大会

機器展示JART副会長講演　江藤芳浩氏JSRT代表理事　石田隆行氏 市民公開講座　木村正明氏

地域学会の報告

定期刊行物
https://www.jart.jp/
journal/index.html
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上田　私は2020年6月に会長に就任し、現在は大
学で教鞭を執る身でもありますが、以前には診療
放射線技師として長く勤務しておりました。その
中でドラマ『ラジエーションハウス』は、われわ
れの実体験を大変分かりやすく表現していただい
ているなと感じながら拝見していました。今回は
この対談ができることを大変うれしく思っています。
　それでは、早速ですが『ラジエーションハウス』
の誕生についてのエピソードなどを、五月女先生
から少しお聞かせ願えますでしょうか。
五月女　『ラジエーションハウス』の誕生までをお
話しします。私は北海道大学の医療技術短期大学
部を出て、2000年に地元の筑波メディカルセンター
という所で、診療放射線技師として社会人の一歩
を踏み出しました。しかし、正直、診療放射線技
師にどうしてもなりたくてなったというよりは、
どちらかというといろいろな紆

う
余
よ

曲折があって診
療放射線技師に流れ着いたというような感じでし
たので、診療放射線技師の仕事に最初からそこま
でのめり込んでいたわけではありませんでした。2
年目、3年目ぐらいは、この仕事の面白いところは

『ラジエーションハウス』『ラジエーションハウス』
誕生について誕生について
P R O L O G U EP R O L O G U E

対 談    企 画対 談    企 画

P R O F I L E

「ラジエーションハウス」は「グランドジャンプ」（集英社）で
2015年から連載中の診療放射線技師と放射線科医の活躍を
描いた漫画。

2019年にテレビドラマ化され好評を得たことで、放射線科や
診療放射線技師にも光があたり、世間から大きく注目される
こととなった。

ドラマ第二期の放送決定を受け、この原作とドラマ両方の監修
に携わった五月女康作先生に本会上田会長がお話を伺った。

五月女 康作
福島県立医科大学
保健科学部診療放射線科学科准教授

⃝プロフィール
1977年8月4日生まれ　学位：2017年3月31日 博士（医学）

⃝職歴
2000年4月～2011年2月　
	 財団法人筑波メディカルセンター病院放射線技術科
2011年3月	� 筑波大学サイバニクス研究センター 研究員 

（内閣府FIRSTプログラム専任研究員）
2018年1月	� 東京大学大学院総合文化研究科  

進化認知科学研究センター 特任研究員
2018年8月	� 東京大学大学院総合文化研究科  

進化認知科学研究センター 特任助教
2021年4月	 福島県立医科大学保健科学部診療放射線科学科 准教授

⃝その他
・�株式会社集英社 グランドジャンプ連載中  

漫画「ラジエーションハウス」医療監修
・�ドラマ「ラジエーションハウス～放射線科の診断レポート～」 
（フジテレビ）脚本監修兼スーパーバイザー

上田 克彦
公益社団法人
日本診療放射線技師会会長
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なと思えてきたのです。
　そんな時、病院の近くでアルバイトをしてる高
校の同級生に久しぶりに会いに行きました。彼は
某国立大学を出たにもかかわらず、バーテンダー
の仕事をしながら音楽活動をして「俺は音楽で飯
を食っていくんだ」と夢を追いかけていました。
　その彼に「何の仕事をしているの」と聞かれた
ときに、診療放射線技師をやっていると答えると、

「あの写真パシャパシャ撮るやつね」という感じで、
彼に悪意はなかったのでしょうが、私にとっては
すごく鼻につくような表現をされまして、しかも、
ちょうど診療放射線技師としての面白みのような
ものに気付き始めた頃にそれを言われたものです
から、帰り道にそれが悔しくて、絶対にいつかあ
んな言われ方をされないようにしてやると思って
いました。
　毎日そんなことを思い続けて生きていたわけで
はないのですが、ただ、ふとしたときにあの言葉
がいつも頭の片隅に出てきました。診療放射線技
師の現場で働いているみんながみんなそうかは分
りませんが、現場で働いている診療放射線技師の
やりがいというものと、世間の診療放射線技師の
イメージというものが、あまりにも乖

かい
離
り

している
ということに少しずつ気付き始めて、それを何と
かしたいと思うようになってきました。

何なのだろうというのを、ずっと日々探し続けて
いるような感じで、違う人生を歩むという選択も
頭の中にいつもあるような状態で過ごしていました。
　そうしているうちに日々患者さんと接し、撮影
をしていて、「自分がこの撮影をしなかったらこの
病気が見つからなかった」「このようなことをやっ
てみたから初めて病気が見つかって診断が変わっ
た」「患者さんが部屋に入ってきたときに何かいつ
もと違う違和感を覚え、画像を見たらちょっとこ
れは追加撮影をしようかとなり、それで新しい病
気が見つかった」「今まで見えていなかったものを
自分で写し出すことができた」など、きっとみな
さんもそのような経験があると思いますが、私も
少しずつそういう経験をできるようになってきま
した。
　そういった仕事の面白さがだんだん見えてくる
時期がちょうど2年目、3年目ぐらいで、その面白
みを言葉に落とし込みたいという気持ちが自分の
中に出てきました。私は言葉に起こしたり図にし
てみたりしないと、頭の中でどうしてもうまく整
理ができないタイプでして、自分の経験を言葉に
置き換えてみることにしました。そうして生まれ
たのが「知識と技術に裏付けられた気付きと機転
が目の前の患者の人生を変える」という言葉です。
その言葉を読んでみると、なかなか面白い職業だ

知識と技術に裏付けられた

気付きと機転が

目の前の患者の人生を変える
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　一方で、イメージが悪くて何が悪いのだと言わ
れたり、そんなことを気にしないで、自分でいい
仕事だと思っていればいいではないかと言われた
こともありました。しかし、私にはそう思えませ
んでした。やはり医療職は少なからず命に携わる
職業なので、職業のイメージが悪いということは、
そこに集まってくる学生の母数が減ってしまうこ
とになります。母数が減ってしまえば当然ながら
レベルが下がってしまうことになり、最終的には
患者さんの不利益に直結していくのだと思い、あ
る程度イメージは担保しておかなければいけない
のではないかと思っていました。
　それでも、漫画を作ろうとすぐにたどり着けた
わけではありません。ただ、何とかしたいという
気持ちが少しずつ強くなっていきました。その後、
私は社会人としていろいろな経験を積んでいく中
で、診療放射線技師として知識と技術を蓄えてい
きました。レベルを上げていけばいくほど、きっ
とあの乖離は小さくなっていくと考え、いろいろ
な活動をしていましたが、一向に小さくなる気配
や実感がなく、これはちょっと違うのではないか
と思い始めました。
　いろいろな言葉や本・経験を通じて知識と技術
を縦に積んでいけば、いつかあの乖離を無くすこ
とができると思っていたのですが、そうではなくて、
それを世間の人たちに向けて横に渡す作業をしな
いと、いつまでたっても診療放射線技師へのイメー
ジの乖離は減らないのだと気付かされました。
　縦に積んでいったものを、世間一般の人たちに
向けて横に渡す方法は何なんだろうと考えたとき
に、職業のイメージをつくっているものは、少な
からずメディアが発信するドラマや漫画などの影
響が大きいと思いました。そのため、そのような

ものを作らなければいけないのだと思い始めたの
が『ラジエーションハウス』の発端でした。
上田　今のお話を聞いていて、私の若いときにも
少し似ていると感じました。私の若い頃は、診療
放射線技師の仕事そのものが全く知られていない
時代でありました。そのような中、私自身はそれ
を知ってもらうすべを、五月女先生のように具体
的な活動に移すことを思い付きませんでした。
　診療放射線技師という仕事が世の中に認知され
ていない状況が長く続いてきたということを、会
長になった今改めて感じ、その間のわれわれ診療
放射線技師会の活動も十分でなかったことを反省
しないといけないと感じています。そして今はそ
の役割を五月女先生が、そして『ラジエーション
ハウス』が担ってくれていることはとても喜ばし
いことだと思います。
　これからもお互いの立場で頑張っていきましょ
う。本日はありがとうございました。
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公益社団法人日本診療放射線技師会の会員の皆様を対象とする保険制度です。

前記の全員加入部分については、公益社団法人日本診療放射線技師会が保険料を負担しますので、
会員の皆様の負担はありません。
公益社団法人日本診療放射線技師会の会員または業務の補助者による診療放射線技師業務の遂行
に起因する事故等を補償対象とします。
厚労省医政局長通知（医政発709第7号）の診療放射線技師法施行規則等の一部を改正する省令に
より拡大した新たな業務に関しても、漏れなく補償対象となります。

1

2

3

4

全員加入 診療放射線技師
賠償責任保険があります

　2012年7月1日より、会員の皆さまが安心して
業務を行える環境づくりの一環として、本会の全
会員に、本会が保険料を負担して「診療放射線技
師賠償責任保険」（全員加入部分）を契約するとと
もに、この上乗せ補償として、会員が任意に加入
できる「診療放射線技師賠償責任保険」（任意加入
部分）を準備いたしました。

（2024年10月時点で6,030人の方が任意加入部分
に加入されています。）

診療放射線技師賠償責任保険とは
　診療放射線技師業務の遂行に起因して、他人の
生命・身体を害したり、財物を損壊したり、不当
行為により人格権を侵害したことについて、被保
険者が法律上負担しなければならない損害賠償責
任を補償する保険です。
※1）診療放射線技師業務の範囲について

診療放射線技師法に規定する診療放射線技師として
の業務およびこれに付随する業務であって、日本国
内において遂行されるものをいいます。
ここでいう診療放射線技師業務には2021年の業務拡
大に係る改正診療放射線技師法および新たな診療放射
線技師法施行規則（省令）に定める業務を含んでます。

賠償責任保険の必要性
　医療過誤においては、第一義的に医療機関が法
人として責任を取ることになりますが、昨今の医
療訴訟では、医療機関である法人の賠償責任と共
に、医療過誤に関わった医療従事者個人の賠償責
任が問われる傾向にあります。
　また、チーム医療による共同不法行為責任として、
医師並びに医師以外の医療従事者にも賠償責任が
及ぶケースが増えてきています。
　診療放射線技師法改正により、診療放射線技師
の業務範囲は拡大しましたが、これは同時に責任
の範囲も拡大したことを意味し、賠償事故への備
えが益々重要になります。

任意加入保険も追加できます
　全員加入保険では業務中の対人事故補償は350
万円／1事故ですが、更に補償額を上乗せする任意
加入保険にはAプラン、Bプランがあります。Aプ
ランでは1億円／1事故、Bプランでは5,000万円
／1事故を上乗せします。
　業務中の対物事故補償は全員加入保険では30万
円／1事故ですが、任意加入のAプランでは30万
円／1事故、Bプランでは20万円／1事故を上乗せ
します。どちらの保険も個別に加入するより安価
な掛金にて加入できます。

診療放射線技師診療放射線技師
賠償責任保険について賠償責任保険について
公益社団法人日本診療放射線技師会　

業務執行理事　江端 清和

診療放射線技師賠償責任保険制度の特長診療放射線技師賠償責任保険制度の特長
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「任意加入部分」の「対人補償」「対物補償」は、全会員に自動付保されている「全員加入部分」の上乗せ補償
（補償限度額を上げる補償）です。万一事故が発生した場合は、「全員加入部分」が優先的に使用され、「全員
加入部分」の支払限度額を超えた部分に対して、「任意加入部分」でお支払いいたします。

全員加入保険（保険料は会負担で、全会員に自動付帯）

補 償 の 種 類 補 償 内 容

❶業務中の対人事故補償 1事故350万円・期間中1,050万円限度（免責金額なし）

❷業務中の対物事故補償 1事故・期間中30万円限度（免責金額なし）

①業務中の賠償責任保険（全員加入保険の上乗せ補償）
支払限度額

任意加入保険（保険料は会員負担で任意に加入）

補 償 の 種 類 A プ ラ ン B プ ラ ン

業務中の対人事故補償
（上表❶の上乗せの補償）

1事故1億円
保険期間中3億円

1事故5千万円
保険期間中1.5億円

業務中の対物事故補償
（上表❷の上乗せの補償）

1事故・保険期間中30万円 1事故・保険期間中20万円

人格権侵害 1名・1事故・保険期間中500万円
� （免責金額なし）

1名・1事故100万円
保険期間中500万円� （免責金額なし）

初期対応費用
1事故・保険期間中300万円
� （免責金額なし）

1事故・保険期間中300万円
（免責金額なし）

年間保険料 2,100円 1,600円

全員加入部分（1事故
350万円・保険期間中
1,050万円（免責金額
なし））の上乗せ補償
となります。

全員加入部分（1事故
350万円・保険期間中
1,050万円（免責金額
なし））の上乗せ補償
となります。

全員加入部分（1事故・保険期間中30万円（免責金額
なし））の上乗せ補償となります。

うち、身体障害見舞金は1事故・被害者1名あたり
5万円限度

全員加入部分（1事故・保険期間中30万円（免責金額
なし））の上乗せ補償となります。

うち、身体障害見舞金は1事故・被害者1名あたり
3万円限度

公益社団法人日本診療放射線技師会
の正会員は、弁護士等の専門家へ無
料で相談することができます。不安
なことは抱え込まずに、メールや電
話でご相談ください。

（ご相談は、診療放射線技師賠償責任保
険取扱代理店（株）メディクプランニン
グオフィスが窓口としてお受けし、内
容に適した専門家からの回答を得て、
会員にご返答いたします。）

弁護士への相談例
・�ブッキー撮影台に横になっている患者さんの顔に、私の胸ポ

ケットに入っていたペンが落ちて、眼を傷つけてしまいまし
た。私に賠償責任が発生しますか？

・�クレーマーに悩まされています。どう対処したら良いでしょう？

公認会計士・税理士への相談例
・�マンションを購入しました。確定申告はどう

したら良いでしょう？  等々
・�相続税の申告に必要な書類を教えてください。
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※�上記お支払い例は引受保険会社による想定支払い事例を列記したものです。必ず支払うというものではありま
せんが代表的な想定されている事例を挙げさせていただいております。詳細は支払保険会社にご相談ください。

※�支払保険会社連絡先は下記に掲載されております。
　https://www.jart.jp/process/insurance.html

医療事故に関する民事責任参考図

※全員に対して請求することも、特定の者に対してのみ損害全額を請求することも可能

例えば以下のような場合で、患者さん等の他人の身体の障害または財物の損壊が発生し、そ
の結果として被保険者（診療放射線技師）が不法行為責任等の法律上の損害賠償責任を負担
しなければならない場合に補償対象となります。

医療機関
使用者責任（民法715条1項）

医師
（民法709条あるいは715条2項）

看護師・診療放射線技師 etc.
不法行為責任（民法709条）

損害賠償請求 ※
100% 連 

帯 

責 

任

患
　
　
者

患者さんが補聴器を外していないこと
に気付かずMRIを実施し、補聴器を破
損してしまった。

支払金額 46,000円
（再購入費用）

CT撮影時、患者さんを車いすからベッ
ドに移乗させる際に支えきれず転ばせ
てしまった。

支払金額 25,000円
（治療費用）

点滴スタンドを持ったままMRI検査室
に入室してしまい、吸着によりMRIを
破損してしまった。

支払金額 400,000円
（修理費用）

放射線治療装置の入力ミスにより、患
者さんに過剰な放射線を照射し、重大
な事故に発展してしまった。

支払金額 6,000,000円
（賠償金）

静脈注射の抜針後、止血不良によって
患者さんの洋服が血液で汚れた。

支払金額 5,000円
（クリーニング代）

救急部での業務中、FPDパネルを落下
させてしまい破損した

想定支払金額 300,000円
（修理費用）

フリーダイヤルと e-mail で対応
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JART Plus の紹介JART Plus の紹介
〈会員限定無料コンテンツ〉〈会員限定無料コンテンツ〉
公益社団法人日本診療放射線技師会　

業務執行理事　江端 清和

　2024年6月13日より日本診療放射線技師会の
会員限定コンテンツとしてJART Plusが開始され
た。このコンテンツは会員であることのメリット
を全国どこにいても感じていただけるようにとの
思いで始められたものです。これまで入会を迷っ
ている方からよく言われた「会員になるとどんな
メリットがあるんですか」との問いにまさしく答
えることができるコンテンツです。2025年4月1
日より技師籍登録初年度は入会金も年会費も初年
度無料となっています。是非、技師籍登録初年度
のうちに会員となっていただき、会員メリットを
感じていただきたいです。気に入っていただけれ
ば継続して会員となっていただき、今後の日本診
療放射線技師会と診療放射線技師職を支えていた
だけると更に嬉しく思います。

　会員のための無料コンテンツとして2024年よ
り始まったJART Plusは日本診療放射線技師会の
会員となった方が会員情報システム（JARTIS）に
入ると、すぐ目につくように情報システムトップ
ページ画面上部に配置されています。2024年11
月現在で5コンテンツがラインナップされていま
す。コンテンツによってはボタンのクリック後、
別サイトにジャンプします。さらに登録が必要な
ものもありますが登録の手間をかけてでも十分メ
リットを感じていただけるものになっていると自
信を持ってお薦めします。その名の示す通り「会
員無料コンテンツ」ですので会員は無料です。非
会員の方でも講習会やセミナーの受講のために
JARTISの登録は可能になっていますが、会員でな
ければコンテンツボタンが見えていてもクリック

はじめに

JART Plus コンテンツについて

できない仕様とさせていただいています。
　これらコンテンツの中にはそれなりに高額なコ
ンテンツも含まれていますが、会員の資質向上、
最新情報取得のためのコストと考え、日本診療放
射線技師会がその費用を負担しています。コンテ
ンツは陳腐化しないように常に最新情報のアップ
を心がけており、皆様の期待に答えられるものと
確信しています。JART自慢の会員無料コンテンツ

「JART Plus」 を順に紹介させていただきます。

　日本診療放射線技師会雑誌・JART会誌は2021
年4月より電子ブック化されwebにて閲覧が可能
な状態となっていました。ただ、開始当初は電子
ブック閲覧のためのリンクURLとパスワードが会
誌の巻末に掲載されており、会誌の電子ブックを
閲覧するためには会誌が手元になければならない
状態でしたが、会誌が手元になくてもwebから直
接閲覧できるようにしました。この電子ブックシ
ステムはページめくりのイメージにてページを送
ることができ、文言検索やダウンロードもできる
仕様です。せっかくのこの電子ブックをぜひ会員

JART会誌
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全員がいつでもどこでも見ることができるものと
するためには閲覧のための情報公開方法が課題と
なっていました。会誌閲覧のための JART会誌コ
ンテンツボタンをクリックすると電子ブックシス
テムの始まった2021年4月以降からの会誌が閲
覧可能です。最新号の会誌も発行と同時に閲覧で
きるようになっています。スマホでも、パソコン
でも。インターネットに繋がっていれば電車の中
でもリビングでも。職場の休憩時間にでも会誌か
ら最旬情報をゲットしてください。

　日本診療放射線技師会は昭和22年に日本放射線
技師会として設立されましたが、当時の創刊号か
らJART会誌コンテンツまで発行されていた印刷物
の電子化が可能であったものをすべてPDFデータ
として取り込んであります。昭和23年発行の創刊
号は6ページの冊子で始まってはおりますが、大
変貴重なもので目にされた会員はほとんどおられ
ないと思います。
　先ほど紹介したJART Plusにある会誌コンテン
ツは各号の中での文言検索やURLリンクに対応し
ていますが、複数年・複数号にまたがった文言検
索はできません。ですが、このJART archiveで
はキーワード検索、キーワード複合検索、全角と
半角/大文字と小文字/ひらがなとカタカナ/濁
音と半濁音の区別のない検索、また会誌だけでな
く過去の総会資料号、ニュースとして発行してい
るNetwork Now、以前に発行していたしてい
た「JART FLASH」、中国との協力事業で発行し
た「影像医学」、海外向けに発行していた「ISRRT 
NEWSLETTER」など過去の印刷・発行物の検索と

印刷・ダウンロードも
することができる仕様
となっています。
　レントゲン技手、エッ
クス線技師から診療放
射線技師までの先輩方
の苦悩や発展の歴史を
見 る こ と が で き ま す。
読み物としても大変興
味深いものになってい

JART archive

ます。その時代時代の大きな動きを会誌行間から
読み取れるかと思います。ある意味、歴史読み物
として読んでもよろしいのではないでしょうか。

　政発0930第16号（令和3年9月30日）の「現
行制度の下で実施可能な範囲におけるタスク・シ
フト/シェアの推進について」通知文の中で「現
行制度の下で医師から他の医療関係職種へタスク・
シフト/シェアが可能な業務の具体例」として診療
放射線技師には「撮影部位の確認・検査オーダー
の代行入力等」の項目の中に法改正を必要としな
い診療放射線技師が行うべき業務として「診療放
射線技師が実施した検査画像に異常所見が認めら
れた場合に、診療放射線技師が、その客観的な情
報について医師に報告する（一部抜粋）」との記載
があります。本冊子にもSTAT画像報告委員会の紹
介ページがありますが、日本医学放射線学会(JRS)、
日本放射線科専門医会・医会(JCR)にも監修いた
だき緊急異常所見としたまず最優先すべき12症例
について詳細な解説を含めた一般撮影画像、CT画
像、MRI画像がDICOM画像として画像をスクロー
ルしながら勉強することができます。
　今後、症例数を増やしていく予定をしておりま
す。まず最初に患者さんの画像を見るのは診療放
射線技師です。経験があろうとなかろうと見逃す
ことが許されない画像を学べます。臨床に即した
勉強のコンテンツですので絶対に見るべきかと思
います。

　日本の画像診断機器産業の姿をより深く理解し
て頂くべく、「市場統計」「買い替え年数」「保守点
検実施率」「診療報酬」「薬機法」といった様々な
課題の基礎データや、画像医療システム産業界の
現状について大変多くのコンテンツが含まれてい
ます。
　画像医療システムを中心に書かれコンテンツが
集められていますが、医療機器全般についても紹
介されています。すべての医療機器産業に携わる
方の参考になると思います。初めて画像医療シス
テム産業に関係された方にも、産業の全貌が分か

STAT画像所見コンテンツ

JIRA seminar
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るように、基本的な項目にポイントを絞り、図表
を多用し詳細な説明動画となっています。
　世界人口の増加、新興国の経済成長に伴った医
療・健康ニーズの拡大、先進国での高齢化、技術
の革新・進歩などを背景に、医療機器産業は拡大
を続けています。一方、医療に関わる産業であり、
品質、有効性、安全性には厳しい法規制があり、
開発から上市までのプロセスには越えなければい
けない多くのハードルがあります。こういった産
業としての基本的な事柄としての「医療機器に関
する基礎知識」から歴史、保守、安全など丁寧に
説明された動画を閲覧することができます。また
医療機器に関する規制や規格、診療報酬制度、サ
イバーセキュリティ、医療情報、薬機法（医薬品、
医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に
関する法律）および関連省令、細則、規則だけで
なくDICOM規格に関する詳細についても多くの
資料とともに解説されています。
　常に最新版となるよう毎年コンテンツ全体が更
新されています。大変充実しており、これから現
場で活躍される若い方々にはぜひとも視聴してい
ただきたいです。

　学習コンテンツが並んでいるJART Plusの中で
やや異彩を放つ日用品の激安購入コンテンツです。
街なかにあります薬局、量販店などには劣らない

生活応援フェア + (ぷらす)

安価販売ショップとなっています。こちらは本当
に安いので、他店と比較してSNSなどにアップす
ることはサイト運営社より禁止されています。た
だ単に安いだけでなく、4,000円以上の購入をさ
れますと自宅まで無料で配送してくれるサービス
付きです。ボディソープの詰替えや洗剤のお徳用
サイズなどもいくつか持つとずっしりした日用雑
貨も激安かつ配送付きです。私も利用させていた
だいています。
　会員サイトからのお買い物もお楽しみください。

　スタートは4コンテンツ。その後1コンテンツ
が追加となり現在５コンテンツで公開しています。
今後も会員向けにメリットを感じられると思える
コンテンツがあればどんどん追加していこうと
思っています。
　コンテンツの充実、拡充については会員の皆様
のご意見も聞きながら今後も進めていく予定です。
今後の JART Plus にどうぞご期待ください。

JART Plus の今後
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STAT画像とは
　STATの語源はラテン語のstatim（遅らせるこ
となく、すぐに、直ちに）が由来とされており、
病院内において非常事態が発生したことを知らせ
るための全館放送のことをstat call と言います。

STAT画像報告委員会についてSTAT画像報告委員会について
公益社団法人日本診療放射線技師会

STAT画像報告委員会　委員長　木暮 陽介

そして、STAT画像の定義は「生命予後にかかわる
緊急性の高い疾患の所見がある画像」 となります。
　STAT画像には、頭蓋内出血を念頭においた所見
の画像や脳梗塞を念頭においた所見の画像、緊張
性気胸を念頭においた所見の画像等があります。

⃝委員会・小委員会・分科会のご紹介
　公益社団法人日本診療放射線技師会には、放射線診療における安全確保（医療安全）の推進、職
種の維持・推進、そして認定資格も念頭においた、診療放射線技師の生涯教育事業を達成するため
に各種委員会、小委員会、分科会が設置され、活動を行っています。その中から今回は、❶STAT
画像報告委員会、❷検査説明委員会、❸放射線被ばく相談員分科会、❹災害支援認定診療放射線技
師分科会についてご紹介いたします。

頭部CT画像
（くも膜下出血）

胸部XP画像
（緊張性気胸）

頭部MRI（DWI）
（脳梗塞）
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委員会活動
　当委員会の前身は、平成22年（2010年）4月
30日付 医政発0430第1号 厚生労働省医政局長通
知 「医療スタッフの協働・連携によるチーム医療
の推進について」において、「画像診断における読
影の補助を行うこと」は現行制度下で診療放射線
技師が実施できることをうけ、読影の補助に関す
る委員会として発足しました。最初の委員会名称
は「読影促進委員会」であり、その後、「読影分科
会」「読影の補助分科会」「STAT画像報告分科会」
と名称変更を経て、令和5年（2023年）7月からは、
STAT画像報告委員会として活動をしています。
　当委員会での主たる活動の一つとして、STAT
画像報告ガイドラインの発行、公開、改訂があり
ます。当ガイドラインは日本医学放射線学会の放
射線科専門医師と一緒に作成したもので、当ガイ
ドラインの目的や使用上の留意点、診療放射線技
師が発見した場合に報告すべきSTAT画像所見や
STAT画像所見を報告する際に推奨される項目（早
見表）、診療放射線技師によるSTAT画像所見報告
体制、STAT画像所見報告に向けた教育体制等が
まとめられています。また、STAT画像所見報告
学習システムといった学習環境を整備するのもも
う一つの大きな活動となります。当学習システム

は放射線科専門医師監修のもと、いつでも、どこ
でも、パソコンやスマホで読影環境を再現できる
のが特徴で、XP、CT、MRIのSTAT画像（頭頸部
領域、胸部領域、腹部領域、大血管領域）を参照
できる他、患者基本情報や主訴・検査目的、Key 
画像、診断名、STAT画像報告のポイント、報告遅
れの影響、撮影テクニックを参照することができ
ます。 JART Plusの項でもご紹介していますが会
員であればこれらが無料で閲覧可能です。

今後の展望
　当委員会では、STAT画像の所見報告の遅延に
より、患者が早期治療を受ける機会を逸し死亡す
る事態を避けるため、画像検査に直接携わる診療
放射線技師が速やかに報告できる体制を構築した
いと考えています。そのためにも、診療放射線技
師全体にSTAT画像報告を行える雰囲気を作り、
STAT画像報告ガイドラインで示した異常所見の
アップデートを図りながら学習環境も作っていき
たと思います。
　そういった委員会活動の積み重ねが、医療の質
の向上に貢献し、結果として「患者の利益」に繋
がらなければならないと考えています。
　―　全ては患者のために　―
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「検査説明」のきっかけと流れ
　平成22（2010）年4月30日 厚生労働省医政局
長通知（医政発0430第１号）「医療スタッフの協
働・連携によるチーム医療の推進について」が発
出され、その中で診療放射線技師に対して具体的
に行うべき業務の範囲として示された文章を紹介
させていただきます。

　当該業務の専門家として医療現場において果たし得
る役割は大きなものとなっている。以下に掲げる業務
については、現行制度の下において診療放射線技師が
実施することができることから、診療放射線技師を積
極的に活用することが望まれる。
①　画像診断における読影の補助を行うこと。
②　放射線検査等に関する説明・相談を行うこと。

　＜医政局長通知文より抜粋＞

　この局長通知を受けて日本診療放射線技師会で
は平成23（2011）年1月に「放射線検査説明･相
談促進委員会」が発足しました。その後、改組を
経て平成28（2016）年4月からはチーム医療推進
委員会の小委員会「検査説明委員会」として活動
しています。先述の局長通知にもあります放射線
検査に対する説明は2010年以前も実施されていま
したが、診療放射線技師が積極的に行っていたと
はいい難い状態でした。そこで日本診療放射線技
師会では全国統一的であり、説明時にカバーすべ
き内容などを網羅した資料の提供、業務であるこ
との広報をする必要性から当委員会を設置しました。

検査説明委員会の活動
　これまでに当委員会では新人教育用のツールに
使ってもらえるように患者さんからの想定問答週

としてFAQの作成。検査の際の説明の用紙に使っ
ていただけるよう検査モダリティごとの検査説明
書リーフレット（放射線検査の手引）の作成。また、
すべての診療放射線技師が最低限行うべき事項を
まとめた検査ガイドラインを作成してきました。
　また、2023年には検査の概要を患者さんやご家
族、その他一般の方々に見ていただけるように一
連の流れを紹介するCT検査編の動画も作成しまし
た。さらに2024年にはMRI検査編、X線撮影検査
編、マンモグラフィ検査編も作成し公開しており
ます。
　また、外国人患者の医療アクセスと理解を向上
させ医療の質と安全性を高めることで、国際化す
る社会のニーズに応えることを目指し、これらの
多言語化（英語・中国語・韓国語）にも取り組み
ました。こういった動画は大規模施設では独自に

検査説明委員会のご紹介検査説明委員会のご紹介
公益社団法人日本診療放射線技師会　理事

検査説明委員会　委員長　小林 聖子
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作成しているところもありますが、中小規模施設
での動画作成はなかなか困難です。「検査待合や受
付で放映したいので、JARTで動画を作成してほし
い」という会員からの要望に応えて本会で動画を
作成することになりました。動画はwebで公開し
ておりURLを記載したリーフレットも作成し、各
個人が携帯やタブレットで自宅でも見ていただけ
るようにYou Tube配信としています。
　また、毎年開催している日本診療放射線技師学
術大会でも継続してシンポジウムを開催しており、
その時々のトピックスを織り交ぜながら検査説明
の実施の必要性、課題、先進的な取り組みの紹介
などを行ってきています。ほかにも各地域や都道
府県開催の学術大会に検査説明のシンポジウムや
討論を行っています。
　ぜひ皆さまも入会されてシンポジウムにお越し
いただき、活発な質疑・討議にご参加いただける
ことを期待しています。若い方々の意見を大切に
し、実現していく方策を検討しています。

検査説明の意義
　診療放射線技師になれば施設や職場環境によっ
て様々な業務に就かれることになると思います。
われわれは診断・治療の目的に叶う画像の提供、
正確な放射線治療の実施が求められる職業ですが、
淡々と撮影作業だけをしていればいいような仕事
ではありません。安心と安全は異なるものである
ことを十分認識し、患者さんとコミュニケーショ
ンを取りながら不安を取り除き、ご家族も含めて
質問や疑問に応えていくことが診療放射線技師の
職業認知や理解につながると思っています。診療
放射線技師は検査のボタンを押すだけではなく、
医療の現場で患者さんと寄り添うことのできる職
業であることを広く認知して頂くことで放射線の
理解と正しい知識の普及につながることを理解す
る必要があると考えます。
　検査説明委員会では日々の業務に活かしていた
だけるように今後も会員からの要望を受けながら、
診療放射線技師が一定のスキルで、正しい情報を
発信し、接遇を含めた患者さんとのコミュニケー
ションが取れることの重要性の発信とそのための
ツールの提供に努めています。
　患者さん・家族に対して、また医師を含めた医
療関係職種に対する検査説明の新しいページを、
是非ともみなさんと一緒に開いていくことができ
れば嬉しく思います。

＜検査説明動画_CT編の場面＞

知って安心！放射線検査ガイド
─検査説明動画のご案内─：URL
https://www.jart.jp/general/
explainervideo.html

検査説明動画チラシ
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生涯教育制度における生涯教育制度における
ラダーシステムについてラダーシステムについて
公益社団法人日本診療放射線技師会　

学術担当理事　川守田 龍 

　生涯教育の必要性が謳われるようになったのは、2000年前後に国内でいくつかの重大な医療事故が起き
たことがきっかけです。そこで、国家資格者の資格更新制度や、生涯教育の必要性が厚生労働省を中心に
議論されるようになり、現在は、医療職者の個々人には生涯教育の実施、関連する団体に対しては医療職
者が学び続けることができる環境と体制づくりが求められました。そのため、医療職者における生涯教育
は、診療放射線技師のみならず、すべての国家資格を有する医療職者に課せられた義務的な位置づけになっ
ています。
　生涯教育を継続することで、医療の進歩や発展に伴う知識と技術を学び続けることで、高度な医療を安全
に提供し国民への信頼を得ることが責務になっています。

医療職者および関係する団体が生涯教育を怠れば…
⃝ �タスク・シフト/シェアが行われるなか、各職種の役割が重複してきており、学び続けることを怠る者や

団体組織は、淘汰されていくことが容易に予測されます。

本会の生涯教育の目的
⃝ �本会は職能団体として、診療放射線技師が学び続けることができる仕組みを作り、国民や他職種からも信

頼される団体であるために、この生涯教育を充実させ会員、非会員問わず診療放射線技師が学び続けるこ
とができる場を提供することです。

生涯教育の内容：クリニカルラダーとマネジメントラダー
⃝ �ラダーとは：はしごを順々に登るようにキャリアアップできるようにしたシステム。

生涯教育の種類と学習方法
1．�診療放射線技師としてのステップアップである「クリニカルラダー」
2．�部門管理、人的管理を学ぶ「マネジメントラダー」
　▶ これらのラダーにおいて、eラーニングにて学習可能（確認質問あり）
　▶ 会員、非会員問わず受講可能
　▶ �会員は無料です。（非会員は有料（1科目10,000円））

生涯教育の必要性
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【クリニカルラダーレベル１】　
　医療者としての基礎が理解できることを目標とし、下記のすべての科目を受講すること。免許取得（就職）
後1 ～ 2年目が対象。

フレッシャーズセミナー 医療基礎コース

① 感染対策 ⑥ 救急医療学

② エチケット・マナー ⑦ 看護学

③ 医療コミュニケーション ⑧ 医療社会倫理学

④ 被ばく低減 ⑨ 自己教育・研究支援　セミナー

⑤ 医療安全学 ⑩ 研究倫理指針

【クリニカルラダーレベル2】
　ジェネラリストの診療放射線技師を目指し、科学的根拠に基づく標準的医療の提供ができることを目標と
する。診療放射線技師経験5年以上の経験を必須要件とし、下記のすべての科目を受講修了すること。

クリニカルラダーレベル２　受講科目（基礎技術コース）

① 一般撮影 ⑦ 核医学検査

② CT検査 ⑧ 放射線治療

③ 消化管撮影 ⑨ 超音波

④ 乳房撮影 ⑩ 眼底カメラ

⑤ 血管造影（IVR） ⑪ 骨塩定量

⑥ MRI ⑫　 検診／検診・予防

クリニカルラダー

【生涯教育の概要】ラダーシステムの概要図と到達目標
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【クリニカルラダーレベル3】
　スペシャリストとして知識・技術を活かし日常業務の質向上、後進の指導等ができることを目標とする。

JARTの認定資格のうち2つ以上取得することが前提

放射線管理士 放射線
機器管理士

医療画像
情報精度管理士

臨床実習
指導教員

放射線被ばく
相談員

　クリニカルラダーレベル3は画像系と治療系または両方を取得可能。
　画像系は２つ以上のe-ラーニングを、治療系はすべてのe-ラーニング受講と確認テストが必要。

画像診断系（下記から2つ以上選択受講） 放射線治療系（下記すべて受講）

乳房撮影 放射線治療概論

超音波検査 放射線治療物理学

CT検査 吸収線量評価

MRI検査 放射線治療計画

一般撮影 放射線照射技術

血管撮影（IVR） 放射線治療の品質管理・品質保証

RI検査 患者ケアとチーム医療

検診／健診・予防

【クリニカルラダーレベル4】
　卓越した知識・技術を活かし専門資格を有するスペシャリストであり下表に示す「各認定機構が認定す
る専門の診療放射線技師」を取得すること。専門資格がない「乳房撮影」「超音波検査」「一般撮影」は、
CLV4に該当するe-ラーニングの受講完了および確認テストをクリアすること。

JARTが承認する認定資格

画像系 認定機構

核医学専門技師 日本核医学専門技師認定機構

X線CT専門技師 日本X線CT専門技師認定機構

磁気共鳴（MR）専門技術者 日本磁気共鳴専門技術者認定機構

救急撮影認定技師 日本救急撮影技師認定機構

血管撮影・インターベンション専門診療放射線技師　 日本血管撮影・インターベンション専門診療放射線技
師認定機構

治療系 認定機構

放射線治療専門放射線技師 日本放射線治療専門放射線技師認定機構

放射線治療品質管理士 放射線治療品質管理機構

【クリニカルラダーレベル5】
　人材育成の重要性という観点から、専門の知識、技術を活かして創造性を発揮し、教育および研究ができ
ることを到達目標とする。

クリニカルラダーレベル5の要件は下記のとおりです
人材育成に必要なe-ラーニングである下記１，２を受講すること．
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　1．指導者として知っておくべきハラスメント防止講習会
　2．�臨床研究に関する倫理講習会）を100%受講し、以下①～③のいずれかを満たした場合にレベル認定

されます。
　　①	� 放射線技術科学系、医学系、保健学系、*その他関連する領域に関する査読のある和文雑誌への筆頭

著者としての原著論文2編以上。
　　②	� 放射線技術科学系、医学系、保健学系、*その他関連する領域に関する査読のある英文雑誌への筆頭

著者としての原著論文が１編以上。
　　③	� 放射線技術科学系、医学系、保健学系、*その他関連する領域の博士の学位を取得。
　　なお、レベル５は、画像診断系、放射線治療系の区別はありません。
　　　　*�その他関連する領域：医学・医療に関連する領域（放射線管理学、医療情報学、医療安全学、公

衆衛生学、医療経営学等、理工学系、その他など）

　レベルの取得にはe-ラーニング項目の60%の修了と、実習型研修項目を100%修了する必要があります。
マネジメントラダーでは、特にコミュニケーションにおけるスキルが求められており、レベルが上がるほど、
実習型研修項目のウェイトが大きくなっています。

【マネジメントラダーレベル3】
　マネジメントラダーレベル3は、「管理職教育」としてのラダー構築を行いました。レベル3（MLV3）は「主
任・係長」相当しており、各施設の組織において細分化されたモダリティ領域や範囲（部署・部門）におけ
る業務を滞りなく遂行するよう管理することを到達目標としている。
 

マネジメントラダー

大項目 中項目 小項目 項目 e-learning 時間 研修

事業方針に沿った担当部署の役割について理解できる 〇

担当部署業務の質を評価し、維持、改善できる 〇

効率的、効果的に放射線機器を稼働できる 〇

労働関係法令・医療法などが理解できる 〇

原価計算および財務諸表の見方について理解できる 〇

業務上発生した課題を提案に変えることができる 〇

課題に対する解決策実行の際に部下を支援、指導できる 〇

個人情報・機密情報の保護について部下に指導できる 〇

文書・抄録の添削・指導ができる 〇

臨床実習において学生に適切な指導ができる 〇

研究会や研修、文献学習で得た知見を提示し、指導できる 〇

担当部署の教育計画の企画・運営で中心的役割が担える 〇

インシデント・アクシデントの分析、リスク回避のための予防
対策立案・実施が上司と共にできる

〇

不具合や事故が発生した際、適切な対応が取れる 〇

上司への報連相の下、他科とともに円滑な業務遂行ができ
る

〇

部下に対してストレスマネジメントの支援ができる 〇

受容傾聴しながら適切な助言が得きる 〇

マネジメントラダーLV3

マネジメント
監督職（主任・係長）

相当

担当部署の理解
と監督

60分

人材育成能力

60分

コミュニケーショ
ン能力

30分
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【マネジメントラダーのレベル4】
　マネジメントラダーレベル４は、さらに他部署との連携でチーム医療の実践ができることを到達目標とし
ています。役職の想定としては「技師長・副技師長・課長」相当としています。
 

【マネジメントラダーのレベル５】
　マネジメントラダーレベル５は、医療経営に参加し社会に貢献できることを到達目標としています。役職
の想定としては「部長・副部長・技師長」相当としています。

 

　本会のラダーシステムの紹介をさせていただきましたが、詳細は、会誌またはホームページをご参照くだ
さい。

大項目 中項目 小項目 項目 e-learning 時間 研修

施設方針を理解した上で、経営資源を最適化したマネジメントができる 〇

部門の諸課題について、対策の進捗管理ができる 〇

人員計画とあわせ放射線機器更新計画・新規導入計画を策定できる 〇

部門の労務管理、人事考課ができる 〇

職場全体の発展を考えた判断能力をもち、改善に取り組む職場風土を形成できる 〇

短期・中長期的課題に対して戦略的な姿勢で対策を策定できる 〇

最新の医療情勢を鑑みた提案、事業策定ができる 〇

チーム医療における部門の役割を職場全体に周知させ展開できる 〇

部門の教育計画を策定し、継続的に改善・運用管理できる 〇

部下への動機付けと、レベルに応じた計画的な人材育成ができる 〇

インシデント・アクシデントの分析、リスク回避のための予防対策立案・指導ができる 〇

医療機器の安全管理について適切な指導ができる 〇 20分

臨床実習において学生の実習評価・管理ができる 〇 20分

自らの研究や学習の成果を提示し、指導できる 〇 20分

施設全体の利益を図れるよう、院内関係者と円滑に合意形成ができる 〇

不具合や事故が発生した際に適切な対応が取れ、指導できる 〇

院内外の教育・研修の場において、講師を務めることができる 〇

ストレスマネジメントが実践できる職場環境を整えることができる 〇

コーチングを理解し実践できる 〇

マネジメントラダーLV４

マネジメント

監督職（技
師長・副技
師長・課
長）相当

部門管理

人材育成
能力

コミュニ
ケーション

能力

60分

30分

大項目 中項目 小項目 項目 e-learning 時間 研修

法人全体（人的資源、物的資源、経済的資源）を把握し、管理・意思決定ができる 〇 30分

管理職の労務管理・人事考課ができる 〇 30分

最新の医療情勢を組織構築・運営に反映できる 30分 〇

緊急時における法人への提案と各部門への適切な指示ができる 〇 30分

医療の質を測り、改善する（QI活動について）ことができる 〇 30分

外部環境変化（法改正や診療報酬改定など）の対策を法人及び各部門に提案できる

法人収益を意識した医療材料・機器の効果的な運用を各部門に指導できる

法人の事業計画に対して適切な提案ができる

法人の健全経営に資する各部門方針を策定、管理できる

政府や都道府県の医療政策を理解できる管理者職を育成できる 〇

後継者育成ができる 〇

法人全体の動向を理解し自部門を運営できる管理者職の育成ができる 〇

法人全体の人材育成制度を計画的に開発・維持・改善できる 〇 30分

医療安全管理における不具合について暫定対策、恒久対策を指導できる 〇 30分

保健所、第三者機関など外部評価に対応できる。 60分 〇

法人の他の経営層と合意形成ができる

管理者職として職能団体や行政機関と協働できる

法人の他の経営層との価値観共有が円滑にできる

ホスピタルガバナンスを理解し医療訴訟に関する事象を法人と共に遂行できる 〇 30分

研究倫理を理解した上で研究の企画立案の指導ができる 〇

研究発表の指導ができる 〇

論文作成の指導ができる 〇

コミュニケーショ
ン能力

30分 〇

マネジメントラダーLV５

マネジメント
管理職（部長・
副部長・技師

長）相当

法人・部門管理

研究指導能力 60分

60分 〇

人材育成能力

60分
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　2011年3月11日に発生した東日本大震災に伴
う福島第一原子力発電所の事故（以下、原発事故）
が発生したことから、国民が緊急被ばくおよび医
療被ばくに対して不安や疑問を持つ状況となりま
した。日本診療放射線技師会では、同年3月16日
から被ばく相談窓口を開設して相談を実施するこ
ととなりました（現在も「放射線被ばく個別相談
センター」として継続中です）。各都道府県（診療）
放射線技師会においても被ばく相談員を配置し、
身近な相談窓口として運営をしてきました。
　原発事故以前から、私たち診療放射線技師は医
療現場において、医療被ばくへの対応を行ってき
ました。しかし、原発事故による環境汚染に関連
した被ばく相談が増加することとなったのです。
そのため、医療のみならず広く放射線被ばく全般
の相談に対応できる人材として、2014年から認定
資格として「放射線被ばく相談員」を育成するこ
ととなりました。
　なお、放射線被ばく相談員を取得するためには、
日本診療放射線技師会が実施する講習会を受講し、
認定試験に合格する必要があります。講習会の内
容は以下のとおりです。受講に際しては、事前に
放射線管理士資格を取得していることが条件とな
ります。

　❶ 放射線被ばく相談員育成制度の意義
　❷ 放射線被ばく相談員の倫理
　❸ 災害時の被ばく相談
　❹ 原発事故による非難生活とメンタルヘルス
　❺ 医療被ばく相談
　❻ 被ばく相談における傾聴の重要性

患者様の心に寄り添う
診療放射線技師に

放射線被ばく相談員分科会に放射線被ばく相談員分科会に
ついてついて
公益社団法人日本診療放射線技師会

放射線被ばく相談員分科会　分科会会長　五十嵐 博

　❼ 内部被ばくと福島の現状
　❽ リスク・コミュニケーション
　❾ 放射線被ばくの測定法
　➓ 傾聴訓練

　講習内容からわかるように、「メンタルヘルス」、
「傾聴の重要性」、「リスク・コミュニケーション」、
「傾聴訓練」といった日常の業務では聞きなれない
用語があります。「放射線被ばく相談」を行う上で
は、相談者様がどうして不安を感じているのか、
何に対して不安なのかなどを相談員とともに解決
していくことが重要となります。そのためには、
座学に加えて「傾聴訓練」といった演習を通じて
さらなる知識と技術を修得していく必要がありま
す。
　放射線被ばく相談員取得後には、勤務する施設
等で相談業務を行うことになりますが、相談内容
によっては対応に苦慮するケースも出てくること
があると思います。分科会では、スーパービジョ
ン制度を設けて、対応困難な事例等に対しての相
談・支援も行っています。
　また、フォローアップセミナーや日本診療放射
線技師学術大会での分科会企画等を通じて、資格
取得後も皆様と意見交換や情報共有、最新情報の
提供等を行っています。
　このパンフレットをご覧になっている皆様が「放
射線被ばく相談員」を取得して、勤務するご施設
等おいて被ばく相談を担当し、不安を抱える相談
者様の心に寄り添い、支援をしてもらえることを
期待しています。ぜひ、一緒に活動していきましょ
う！
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　本会は、環境省の放射線の健康影響に係る研究
調査事業「放射線災害時における職種を横断した
⾵評被害対策に関する研究 ─診療放射線技師及び
公認⼼理師の連携・協働体制の構築─」に研究協
力団体として参画しています。
　この研究は、診療放射線技師と公認⼼理師が連
携、協働して放射線災害時のリスク・コミュニケー
ションにおいて 両職種の専⾨性を組み合わせる新
たなアプローチを提案するものです。研究成果は、
相談者（住⺠）に応じた⼼理的アセスメントを行
うとともに放射線災害に係る情報を適切に伝える

放射線災害における
リスク・コミュニケーションを
担う人材育成

ための重要なツールとなり、放射線被ばくによる 
不安、偏⾒、差別、⾵評被害などを軽減・払しょ
くすることが期待されます。
　将来的には、リスク・コミュニケーションが放
射線災害支援の基盤の一つとして位置付けられる
こと、本研究が社会実装され「放射線・⼼理サポー
トチーム（仮称）」を編成して活動することを目標
とし、そのリスク・コミュニケーションに対応で
きる人材の研修・認定事業を本会が担うことが想
定されています。本会が認定する「放射線被ばく
相談員」や「災害支援認定診療放射線技師」はじ
め多くの会員が放射線・⼼理サポートチームの一
員として活躍して頂くことを期待しています。
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　近年、地震や水害が頻回に発生しています。こ
のような災害大国の我が国において、災害医療で
は災害派遣医療チームの育成や、病院が被災して
しまった場合の対応・復旧の計画「業務継続計画

（BCP）」など、多くの対応策が進んでいます。
では、私たち診療放射線技師は災害時に何ができ
るでしょうか。戦後の大都市直下型地震において、
極めて深刻な被害となった阪神・淡路大震災では、
病院の停電や断水被害で診療放射線技師のできる
役割はほとんどなかったのです。しかし、現在は
病院の建物が強化されたことや放射線装置の進歩
によって診療放射線技師にできる役割が増え、平
時から行っておくべき準備も増えていると考えて
います。
　日本診療放射線技師会の災害支援認定診療放射
線技師分科会では、まさにその災害時にリーダー
として活動できる診療放射線技師を育成する分科
会になります。

　原子力等放射線災害および自然災害において、
被災地での医療救援活動の役割を担う診療放射線
技師を災害支援診療放射線技師としてその活動を
推進し、特に災害支援診療放射線技師のリーダー
としての役割を担う診療放射線技師を「災害支援
認定診療放射線技師」として認定しています。

主な活動
❶災害医療および救護活動 ❷放射線汚染状況の測
定および除染 ❸X 線および超音波検査 ❹被ばく相
談 ❺医療施設での放射線関連業務支援 ❻その他、
必要な支援活動

災害支援認定診療放射線技師の概要

災害支援認定診療放射線技師災害支援認定診療放射線技師
分科会について分科会について
公益社団法人日本診療放射線技師会

災害支援認定診療放射線技師分科会　分科会会長　中田 正明

⃝災害対応シミュレーション（支援・受援）
　認定を受けた後に、実際に災害現場へ支援する
場合を想定して、どのような準備が必要で、被災
地ではどのような活動を行うべきか、また留意す
るべき点などについて学習します。また、逆に被
災した場合の対応についてもシミュレーションを
行っています。（写真1）

※�会場型実技講習は今後e-ラーニング化を進めて
いく予定です。

　災害支援の要請を受けた場合、速やかに被災地
近隣の都道府県診療放射線技師会に対して災害支
援診療放射線技師（災害支援技師）の募集を行い
ます。しかしながら、短期間で募集・登録を行う
必要があり、災害支援認定診療放射線技師の認定
を持った会員でも病院業務の都合で即応できない
ことがあるのが現状です。また、大規模自然災害
での主な支援は被災地医療施設での業務支援です
が、支援を行う医療施設の放射線機器をスムーズ
に操作できることが求められることも募集の足か

認定講習会の内容

写真1

災害支援技師の登録制度
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せになる場合があります。そうした問題点を解決
するため、平時から災害支援に協力意思のある会
員を登録しておく制度を設けています。登録者に
会員番号、氏名、勤務先、連絡先等の他、操作可
能な装置と機種などを登録して頂き、支援要請が
あった場合に支援内容と登録者のマッチングを行
い、速やかに支援チームを構成して支援を行うと
いう取り組みです。多くの診療放射線技師に本会
会員となって頂き、災害支援に協力して頂けるこ
とを願っています。

　本会は、2011年の東日本大震災での福島第一原
子力発電所事故において住民に対する放射線サー
ベイを実施しました。また2016年の熊本地震で
は医療施設への業務支援を行うなど診療放射線技
師の専門性を発揮した支援活動を行っています。
2024年1月1日に発生した最大震度7の石川県能
登半島地震でも医療施設への業務支援を行いまし
たので、ここではその概要をお話しいたします。
　地震発災後、直ちに石川県庁内に保健医療福祉
調整本部が設置され、本会の執行役員が調整本部
に席を置いて現地の詳細な情報を本会災害対策本
部と共有しました。避難所において感染症が発生
したことから、一時、避難所での胸部X線撮影や
超音波検査支援を本会へ依頼することが予定され、

令和6年能登半島地震での支援活動

直ちに福井県、富山県診療放射線技師会を中心に
支援可能な会員を募集しましたが、正式な依頼に
至りませんでした。その後、穴水町の医療施設に
おいて医療スタッフの疲弊や人員不足に伴う業務
支援の要請が入り、福井県、富山県の会員や本会
の執行役員が災害支援技師としてチームを編成し
て交代で支援を行い、無事に任務を果たしていま
す。
　災害支援では刻々と状況が変化する中で現地の
要請に対して迅速に対応することが求められるた
め、特に被災地の近隣地区に所属する会員の協力
が必要となります。日本ではどこでも大規模災害
が発生する可能性がありますので、全国の会員の
皆様に災害対策とともに災害支援についても関心
を持って頂きたいと思っています。

　自然災害や放射線災害時の医療やリスク低減の
ための活動は決して特別なことではありません。
私達は医療従事者として、また診療放射線技師と
して災害時に地域住民の方々に必要な医療と安心・
安全を提供するために平時から取り組むべきこと
があります。
　当分科会は、災害時に社会貢献することができ
る診療放射線技師を育成するため活動を行います。
是非、一緒に活動しましょう。

おわりに
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綱　領
１．わたくしたちは、医療を求める人々に奉仕します。

１．わたくしたちは、チーム医療の一員として行動します。

１．わたくしたちは、専門分野の責任をまっとうします。

１．わたくしたちは、人々の利益のために、常に学習します。

１．�わたくしたちは、インフォームド・コンセントを尊重し、
実践します。

公益社団法人
日本診療放射線技師会の

概   要

　公益社団法人日本診療放射線技師会は、会員の職業倫理を高
揚するとともに、診療放射線学および診療放射線技術の向上と
発達、ならびに公衆衛生の向上を図り、もって国民の健康維持
に寄与することを目的として昭和22年に設立した、内閣府認
定の公益法人です。

　診療放射線技師の関わる画像診断部門や放射線治療部門の進
歩は目覚ましく、常に最先端の知識や技術が必要とされていま
す。本会では各種認定機構とも連携し、生涯学習セミナー、各
種講習会、学術大会など、数多くの学習の機会を設け、診療放
射線技師全体の資質向上に取り組んでいます。これらの事業は、
国民に対する私たち医療人の責務と考えています。

　私たちは、放射線を冠する唯一の医療職種として、医療被ば
くの低減を推進するとともに、地位向上と広告のできる専門技
術者の実現に力を注ぎ、皆さまと一緒に安心で安全な医療の提
供に向けて事業を推進していきたいと考えています。

入会のご案内入会のご案内
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昭和22年⃝ 日本放射線技師会設立 

昭和26年⃝ 社団法人認可 

昭和44年⃝ 第4回ISRRT世界大会開催（東京パレスホテル） 

昭和53年⃝ ISRRT（世界放射線技師会）へ正式加盟 

昭和54年⃝ 東京都中央区に教育会館竣工 

昭和59年⃝ IAEAトレーニングコース開設 

昭和60年⃝ WHOより本会教育館へWHO国際放射線技師研修センターの指定 

昭和63年⃝ 第7回ACRT（アジア地域放射線技師会議）開催 

平成元年⃝ 三重県鈴鹿市に教育センター竣工（現WHO国際放射線技師研修センター） 

平成7年⃝ エックス線発見100周年記念式典挙行（秋篠宮妃殿下ご臨席）

平成9年⃝ 創立50周年記念式典挙行 

平成10年⃝ 第11回ISRRT世界大会開催（幕張メッセ） 

平成15年⃝ 台湾・韓国との間で学術交流に関する協定締結

平成17年⃝ 第15回 ACRT（アジア地域放射線技師会議）開催 

平成19年⃝ 創立60周年記念式典挙行

平成24年⃝ �公益社団法人認可   
創立65周年ならびに公益社団法人移行記念式典挙行 

平成27年⃝ �エックス線発見120周年記念式典挙行 
（秋篠宮妃殿下ご臨席） 

平成29年⃝ 創立70周年記念式典挙行

令和3年⃝ �コロナ禍の中で、東京において、初のハイブリッド方式での 
第37回日本診療放射線技師会学術大会を開催

令和4年⃝ �創立75周年記念式典挙行（経団連会館）

令和5年⃝ �第31回 日本医学会総会博覧会へ出展（東京国際フォーラム）

令和6年⃝ �第１回日本放射線医療技術学術大会（沖縄コンベンションセンター）開催

沿　革
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4月1日付で、公益社団法人
日本放射線技師会として
設立の登記
「生涯学習事業の拡大と充実」
平成24年度は公益性を重視した事業計画

　平成24年3月22日（水）、公益社団法人移行認可証が交
付され、4月1日付で公益社団法人日本放射線技師会として
登記を行った。
　公益社団法人への移行は、放射線診療を通して国民に対し
奉仕するとのメッセージでもあり、今後の事業内容も公益性
を重視した内容となる。平成24年度の事業計画も、公益性
を重視し、計画を立てている。その一つが、診療放射線技師
の資質向上のための事業であり、診療放射線技師基礎講習、
業務拡大に伴う臨床研修事業、専門性を重視した認定制度の
構築など生涯学習事業の拡大と充実を掲げている。さらに医
療被ばくの適正化に関する事業である。
　公益法人移行については、平成23年7月25日に内閣府公
益認定委員会に公益社団法人への移行申請をし、その後、内
閣府担当官と協議を続けてきた。移行については、12月16

日に公益認定等委員会に諮問された。公益認定等委員会は、
12月22日に本会の認定について審議し、野田内閣総理大臣
に対し「認定の基準に適合する」として答申が行われた。この
答申に基づいて3月22日に、公益社団法人の認定を受けた。

都道府県技師会の移行状況
平成24年3月14日現在

No 年　月　日 都道府県技師会 答申内容 種類 登記

1 平成22年2月24日 広島県 移行認定申請 公益 済

2 平成22年9月24日 北海道 移行認可 一般 済

3 平成23年7月22日 大分県 移行認定申請 公益

4 平成23年11月11日 和歌山県 移行認可 一般

5 平成23年12月13日 滋賀県 移行認定申請 公益

6 平成23年12月15日 富山県 移行認定申請 公益

7 平成24年1月30日 東京都 移行認定申請 公益

8 平成24年2月3日 千葉県 移行認可 一般

9 平成24年2月9日 静岡県 移行認定申請 公益

10 平成24年2月24日 沖縄県 移行認可 一般

11 平成24年2月28日 埼玉県 移行認定申請 公益

12 平成24年3月1日 宮崎県 移行認可 一般

13 平成24年3月2日 兵庫県 移行認定申請 公益

14 平成24年3月14日 石川県 移行認定申請 公益

各都道府県技師会においても新たな法人への準備が進められ
ている。現在の移行状況については別表の通りである。

TO
PI

C
S
7/1より全会員に「診療放射線技師賠償責任保険」を付保するよう
準備を進めています!!
保険料は当会が負担! 手続不要!
皆さまの業務の安心のために……

■事故のご連絡や任意加入制度など、各種お問い合わせは…
引受代理店：
株式会社三生オンユー・インシュアランス・マネジメント
TEL：03-5805-3068（平日9：00～17：00）
※5月号に保険の詳細を掲載します。

〈補償内容〉
支払限度額 身体障害 財物損壊
1事故あたり 240万円 20万円
保険期間中 720万円

免責（自己負担）金額 5万円 1万円

本制度は、従来運営しております任意加入制度を代替するものではありません。
万一の際の備えがより充実しますので、任意加入制度へのご加入も引き続きお勧め致します。
任意加入制度の詳細については専用のパンフレットをご請求いただき、内容をご確認ください。
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入会のご案内入会のご案内

レントゲン週間
　W.C. レントゲン
博士によるX線発見
を記念し、毎年11
月2日～8日を「レ
ントゲン週間」と定
めています。この記
念日は診療放射線技
師の職業の起源であり、放射線が医療に不可欠である
ことを象徴しています。一方、原発事故による放射線
への不安が広がる中で、診療放射線技師は正しい知識
の普及や職業の理解促進のため、各地域で啓蒙活動を
行っています。

　選任された放射線取扱主任者は、原子力規制委員会
の登録を受けた登録定期講習機関が行う講習を定期的
に受ける必要があります。本会は登録定期講習機関です。

放射線取扱主任者定期講習会

　診療放射線技師の技術向上を目的に、特定分野で基
準を満たした者に付与される認定資格制度を設けてい
ます。これにより、技術と管理業務の向上を図ってい
ます。

認定資格制度の設置

　診療放射線技師が会員登録することで、業務中の医
療事故やトラブルに備えた賠償責任保険が自動付与さ
れ、経済的負担を軽減し安心して業務に従事できる体
制を整えています。

任意加入保険の設置

　2019年の医療法改正により、全ての病院・診療所
で医療放射線安全管理責任者の配置や指針策定、職員
研修、線量管理が義務化されました。本会では、診療
放射線技師を対象にした責任者講習会を実施しています。

医療放射線安全管理責任者講習会

　医療被ばく低減や災害対応のため、ガイドライン発
行、施設認定、相談窓口開設、災害訓練への参加など
を行っています。

その他の事業

　昭和60年のX線発見90周年を機に始まった学術大
会は、現在「日本診療放射線技師学術大会」として開
催され、診療放射線学の研究や啓発を目的としていま
す。本大会は「患者様への思いやり」を再認識する場
であり、本会が承認する4つの承認学会と連携して活
動を展開しています。

学術大会

　診療放射線技師は、安全で良質な医療を提供し、国
民の健康と生活の質の向上に貢献する役割を担ってい
ます。日本診療放射線技師会の生涯教育システムは、
主体性を重視しつつ不足分野を補完し、職業の発展と
質の向上を目指しています。全ての診療放射線技師に、
自己研さんに努め、国民視点で真の医療提供を求めて
います。

生涯教育
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入会に当たって
　本会（日本診療放射線技師会）に入会を希望する方は、必ず都道府県の技師会にも入会する必要があります。
なお、入会する都道府県技師会は入会者が任意に指定できますので、入会時にご指定ください。
　今年度養成施設をご卒業される皆様は、両会へのお申込みをまとめて本会が受け付けます。お申込み受付
後の入会手続き業務は、本会と都道府県技師会が協力・分担して行いますので、それぞれの案内に従ってお
手続きください。

入会までの流れ

❶❶ 入会申請（いずれかの方法で申請してください）

スマホから パソコンから
本会ウェブサイトのトップページ（https://
www.jart.jp/）より、お手続きを行ってく
ださい。
詳しくは次ページをご参照ください。

※入会申請が済んだら仮登録完了のメールが届きます。

※�QRコードにて本サイトアクセス時に、
「サーバの識別情報を検証できません」
とメッセージが表示された場合は、「続
ける」をタップして先にお進みください。
接続できない場合は、パソコンからの申
込みと同じ方法でアクセスしてください。

❷❷ 入会金・年会費の払込票が郵送されます。

❸❸ 入会金・年会費をお振り込みください。
❹❹ お振り込み確認後、都道府県技師会の手続きが完了します。
❺❺ �引き続き、日本診療放射線技師会が入会手続きを行い、�
手続きが完了すると、会員に登録されます。

❻❻ 日本診療放射線技師会から「入会登録通知」「会員カード」が郵送されます。

診療放射線技師籍に登録した日から翌年の3月31日までにご入会されますと、日本診療放射線技師会の
入会金を免除!　初年度年会費もお得です!
お支払いいただく金額は、下記合計金額です。
　1 日本診療放射線技師会の入会金	 ：        0円（通常入会の場合は5,000円）
　2 日本診療放射線技師会の初年度年会費	 ：        0円（通常入会の場合は14,000円）
　3 都道府県技師会の入会金	 ：都道府県により異なります
　4 都道府県技師会の初年度年会費	 ：都道府県により異なります

合計金額：1 + 2 + 3 + 4

※会員カードは、学術大会やセミナー参加などに必要となりますので大切に保管してください。

入会手続き入会手続き
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JART情報システム（JARTIS）を利用した入会申請
❶ �本会ホームページの「新規入会」

をクリックし、「入会・再入会」の
ページへアクセスします。

❷ � 「入会・再入会」ページをお読みいただき、右上に
ある「JART情報システム ログイン」をクリック
して右下「本会への入会をご希望の方」の<<新
入会の方>>の「こちら」をクリック

❸ � 「ログインはこちらからの」のページ右側の「本会
への入会をご希望の方」の欄のこちらよりJARTIS
利用登録のうえ、ログイン後に「入会申請」をお
願いいたします。こちらをクリックしてください。

❹ � 「システム利用登録」のページで必要事項を入力し
て、チェック欄を入力して「登録する」をクリッ
クしてください。

https://www.jart.jp/
本会ホームページURL 

click

click

click

click



　この度、日本診療放射線技師会の入会案内を編集させていただきました。日
本診療放射線技師会が現在取り組んでいること、日本診療放射線技師会とはど
んなものなのか、診療放射線技師法の改正と告示研修についてなどを紹介させ
ていただきました。日本診療放射線技師会には生涯教育事業を達成するため
に、たくさんの各種委員会、分科会が活動を行っています。その中から今回
は、STAT画像報告委員会、検査説明委員会、学術教育委員会、放射線被ばく
相談員分科会、災害支援認定診療放射線技師分科会に活動の紹介をお願いしま
した。入会を考えられている方にはぜひ知っていただきたい会員全員加入保険
と JART Plus （会員限定無料コンテンツ）を特にしっかりと説明、記載させて
いただいたつもりです。また、テレビドラマ・映画にもなりました「ラジエーショ
ンハウス」の監修をされました、五月女　康作先生とのインタビュー記事も掲
載しました。
　今回の冊子が、これから診療放射線技師になられる皆様のこれからの業務に
役立つ事が出来、加えて日本診療放射線技師会の事を少しでも知っていただく
ことが出来たら幸いです。皆様のご入会をお待ちしております。

	 公益社団法人日本診療放射線技師会
	 業務執行理事
	 入会促進委員会 委員長　江端 清和
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